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究

看
護
師
役
割
論
の
観
点
か
ら
み
た
看
護
過
誤
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
検
討

－
－
最
近
の
・
重
要
裁
判
例
を
中
心
に
　
ー

大
　
西
　
邦
　
弘

I
　
は
じ
め
に
　
－
　
あ
る
准
看
護
師
の
事
案

1
　
序
　
－
　
分
析
視
角
の
設
定

本
稿
は
、
チ
ー
ム
医
療
・
看
護
師
役
割
論
の
観
点
か
ら
看
護
過
誤
を
め
ぐ
る
最
近
の
・
重
要
裁
判
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁

（1）

判
例
に
お
け
る
看
護
師
の
過
失
認
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

看
護
過
誤
が
発
生
し
た
場
合
、
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
法
的
主
体
と
し
て
は
、
病
院
を
設
置
す
る
国
・
地
方
自
治
体
、
病
院
設
置

者
・
医
療
法
人
、
医
師
、
あ
る
い
は
看
護
師
長
に
加
え
て
、
看
護
師
個
人
が
損
害
賠
償
請
求
を
受
け
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
り
得
る
。
そ

こ
で
は
、
医
療
機
関
か
ら
給
与
等
を
待
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
な
ん
ら
患
者
か
ら
報
酬
を
受
け
て
い
な
い
看
護
師
に
対
し
て
も
、
高
額
の
損

害
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
チ
ー
ム
医
療
の
場
合
に
、
誰
の
・
ど
の
過
失
を
認
定
す
る
か
に
つ

き
　
－
　
特
に
使
用
者
責
任
の
求
償
の
局
面
ま
で
視
野
に
入
れ
る
と
　
ー
　
深
刻
な
問
題
が
生
じ
得
る
。

と
り
わ
け
、
医
師
と
の
関
係
で
の
看
護
師
の
役
割
を
明
確
に
意
識
し
な
い
ま
ま
、
看
護
師
の
損
害
賠
償
責
任
を
論
ず
る
こ
と
に
は
問
題

は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
看
護
師
に
は
ど
の
よ
う
な
賠
償
責
任
が
課
さ
れ
て
い
る
の
か
、
医
師
・
看
護
師
の
過
失
認
定
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
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に
つ
き
、
あ
る
裁
判
例
の
紹
介
か
ら
始
め
た
い
。

2
　
京
都
地
判
平
成
一
七
年
七
月
二
一
日

京
都
地
判
平
成
一
七
年
七
月
二
一
日
判
時
一
九
〇
七
号
一
一
二
頁
の
事
案
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

［
事
案
の
概
要
］

本
件
事
故
当
時
七
歳
の
女
児
が
痛
棒
感
を
訴
え
て
被
告
病
院
に
来
院
し
た
。
被
告
で
あ
る
Y
l
医
師
は
葦
麻
疹
と
診
断
し
、
被
告

Y
2
准
看
護
師
に
対
し
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
注
射
液
（
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
ー
C
a
。
こ
れ
自
体
葦
麻
疹
に
対
す
る
効
能
に
つ
い
て
は
疑
問
視

さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
）
　
の
注
射
を
指
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Y
2
准
看
護
師
は
、
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
注
射
液
で
は
な
く
、
塩

化
カ
リ
ウ
ム
　
（
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
ー
K
。
こ
の
容
器
の
外
箱
に
は
「
希
釈
・
点
滴
」
と
書
か
れ
て
い
た
）
を
原
液
の
ま
ま
静
脈
注
射
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
原
告
で
あ
る
七
歳
の
女
児
は
「
痛
い
か
ら
や
め
て
」
等
と
叫
び
、
そ
の
う
ち
白
目
を
む
い
て
ぐ
っ
た
り
し
た
状

態
に
な
り
、
急
性
心
肺
停
止
に
よ
る
低
酸
素
脳
症
を
発
症
し
て
重
篤
な
後
遺
症
を
負
っ
た
　
（
後
遺
障
害
等
級
一
級
）
。
・

京
都
地
裁
は
、
Y
2
准
看
護
師
の
「
准
看
護
師
に
す
ぎ
な
い
Y
2
准
看
護
師
が
医
師
で
あ
る
Y
l
医
師
の
指
示
に
対
し
、
そ
れ
を
再
検

討
す
る
権
限
及
び
義
務
は
な
い
」
と
い
う
主
張
を
、
－

准
看
護
師
と
い
え
ど
も
、
現
に
患
者
に
対
し
て
静
脈
注
射
等
、
侵
袋
を
伴
う
措
置
を
行
う
以
上
、
そ
の
措
置
に
よ
っ
て
患
者
の
生

命
・
身
体
を
害
す
る
こ
と
を
防
ぐ
べ
き
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
医
師
の
指
示
自
体
に
疑
問
が
生
じ
た
よ
う
な

場
合
に
は
、
医
師
に
対
し
て
指
示
内
容
を
再
確
認
す
る
等
し
て
、
自
ら
の
行
う
投
薬
措
置
等
に
誤
り
の
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
注
意

義
務
が
あ
る

と
し
て
斥
け
、
　
－
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Y
2
准
看
護
師
は
、
Y
l
医
師
が
指
示
を
し
た
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
と
は
異
な
る
塩
化
カ
リ
ウ
ム
液
で
あ
る
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
ー
K
を
、

Y
l
医
師
の
指
示
し
た
注
射
液
で
あ
る
と
誤
解
し
て
、
原
告
女
児
に
対
し
て
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
ー
K
を
原
液
の
ま
ま
静
脈
注
射
し
た
が
、

准
看
護
師
が
医
師
の
指
示
に
基
づ
い
て
静
脈
注
射
を
行
う
場
合
、
准
看
護
師
は
、
薬
剤
の
種
類
、
量
、
投
与
方
法
等
を
十
分
確
認
の

上
投
与
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
医
師
の
指
示
内
容
に
不
明
な
点
や
疑
問
点
等
が
あ
れ
ば
、
医
師
や
薬
剤
師
に
再
度
確
認
す
る
等
し

て
、
薬
剤
の
誤
投
与
、
誤
注
射
を
防
ぐ
べ
き
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
の
場
合
、
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
ー
K
の
箱
及
び
ア

ン
プ
ル
の
ラ
ベ
ル
に
は
、
「
希
釈
・
点
滴
」
と
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
ー
K
が
希
釈
の
上
点

滴
投
与
さ
れ
る
べ
き
薬
剤
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
認
識
し
得
た
は
ず
で
あ
る
上
、
Y
2
准
看
護
師
自
身
、
本
件
注
射
以
前
に
も
、
コ

ン
ク
ラ
イ
ト
ー
C
a
や
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
ー
K
の
処
方
指
示
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
が
原
液
の
ま
ま
静
脈
注
射
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か

ら
、
原
液
の
ま
ま
静
脈
注
射
す
る
よ
う
に
と
の
Y
l
医
師
の
指
示
に
つ
い
て
、
同
被
告
に
対
し
て
、
そ
の
適
否
、
希
釈
の
必
要
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
程
度
、
投
与
量
、
速
度
等
に
つ
い
て
確
認
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
る
に
、
Y
2
准
看
護
師
は
、
Y
l
医
師
に
対
し
て
何
ら
の
確
認
を
し
な
い
ま
ま
、
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
ー
K
を
原
液
の
ま
ま
静
脈

注
射
し
た
か
ら
、
上
記
注
意
義
務
に
違
反
し
た
と
い
え
、
過
失
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

（2）

と
し
、
Y
2
准
看
護
師
に
対
し
て
、
医
師
と
連
帯
し
て
、
お
よ
そ
二
億
五
千
万
円
の
賠
償
責
任
を
認
め
た
。
こ
の
場
合
の
「
連
帯
し
て
」

の
意
義
は
不
真
正
連
帯
債
務
で
あ
る
か
ら
、
被
害
者
と
し
て
は
、
医
師
に
二
億
五
千
万
円
全
額
を
請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
准

看
護
師
に
二
億
五
千
万
円
全
額
の
賠
償
請
求
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

3
　
看
護
師
手
足
論
・
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論

こ
の
よ
う
な
連
帯
責
任
が
課
さ
れ
る
背
景
に
は
、
医
療
に
お
け
る
医
師
と
看
護
師
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
看
護
師
手
足
論
を
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斥
け
、
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
（
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
に
つ
い
て
は
、
医
師
看
護
師
「
共
同
」
責
任
論
と
表
記
す
る
の
が
通
例
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
主
張
内
容
に
鑑
み
る
と
「
協
働
」
の
方
が
よ
り
適
切
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
に
表
記
す
る
）
を
採
用

し
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
看
護
師
手
足
論
と
は
「
看
護
婦
は
医
師
の
手
足
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
医
師
は
看
護
婦
を

指
揮
監
督
し
、
患
者
に
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
限
り
ど
ん
な
行
為
も
さ
せ
う
る
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
医
師
が
す
べ
て
責
任

を
負
う
べ
き
」
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
と
は
「
看
護
婦
は
医
師
と
共
に
業
務
上
の
責
任
を
負
う
」
と
す
る
立
場

（3）

で
あ
る
。

4
　
看
護
師
に
対
す
る
高
額
の
賠
償
請
求
認
容
事
案

前
掲
の
京
都
地
判
平
成
一
七
年
七
月
一
二
日
の
よ
う
に
看
護
師
に
対
し
高
額
の
損
害
賠
償
請
求
が
認
容
さ
れ
た
場
合
、
賠
償
資
力
を
有

し
な
い
看
護
師
は
破
産
の
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
「
破
産
者
が
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
加
え
た
人
の
生
命
又
は

身
体
を
害
す
る
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
」
は
免
責
さ
れ
な
い
た
め
　
（
破
産
法
二
五
三
条
一
項
三
号
）
、
こ
の
事
案
で
は
免

（4）

責
が
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
看
護
師
が
自
殺
を
し
て
も
、
保
険
金
に
よ
る
こ
と
を
別
と
す
れ
ば
、
看
護
師
の
相
続
人
に
損
害
賠

（5）

償
責
任
が
相
続
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

5
　
看
護
師
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
例

こ
の
よ
う
に
、
看
護
師
と
損
害
賠
償
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
が
ど
れ
程
あ
る
か
と
い
う
と
、
平
成
一
八
年
九
月
二
九
日
現
在
、
T
K
C

冒
已
ご
U
B
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
　
の
医
療
判
例
検
索
に
よ
っ
て
「
看
護
師
＊
損
害
賠
償
」
で
検
索
す
る
と
、
一
四
三
件
が
ヒ
ッ
ト
、
「
看

護
婦
＊
損
害
賠
償
」
で
検
索
す
る
と
九
四
二
件
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
こ
こ
に
は
、
交
通
事
故
等
で
看
護
師
が
被
害
者
と
な
り
賠
償
請
求
を
行
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っ
た
事
案
等
が
含
ま
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も
す
べ
て
看
護
師
が
被
告
と
な
り
・
看
護
師
の
過
失
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
ば
か
り
で
は
な
い

（6）

が
、
か
な
り
の
数
の
訴
訟
に
看
護
師
が
関
係
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
実
際
の
看
護
過
誤
訴
訟
で
は
、
よ
り
賠
償
資
力
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
者
、
す
な
わ
ち
、
国
・
地
方
自
治
体
、
病
院
、
医

師
等
が
賠
償
請
求
の
相
手
方
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
少
々
古
い
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
昭
和
五
〇
年
末
に
お
け
る
全
国
の
第
一
審
裁
判

（7）

所
係
属
事
件
で
、
看
護
師
（
当
時
看
護
婦
）
が
被
告
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
七
件
（
全
体
事
件
数
の
一
％
）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

患
者
か
ら
看
護
過
誤
の
被
告
と
し
て
病
院
や
医
師
が
賠
償
請
求
の
被
告
と
な
る
と
し
て
、
で
は
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
で
看
護
師
が
賠
償
責

任
を
負
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
病
院
が
被
告
に
な
る
場
合
と
し
て
、
債
務
不
履
行
構
成
・
使
用
者
責
任

構
成
が
考
え
ら
れ
る
が
、
債
務
不
履
行
の
前
提
と
な
る
帰
責
事
由
を
、
伝
統
的
な
通
説
は
、
故
意
・
過
失
ま
た
は
信
義
則
上
こ
れ
と
同
視

（8）

す
べ
き
事
由
と
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
い
う
帰
責
事
由
を
看
護
師
の
過
失
と
捉
え
れ
ば
、
病
院
が
患
者
に
賠
償
金
を
支
払
っ
た
場

合
に
は
看
護
師
に
対
し
債
務
不
履
行
に
よ
る
賠
償
請
求
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
使
用
者
責
任
構
成
を
と
っ
た
場
合
に
も
「
被
用
者
」
の

過
失
に
つ
き
、
　
－
　
チ
ー
ム
医
療
の
も
と
で
　
－
　
医
師
で
は
な
く
・
看
護
師
に
過
失
を
認
定
す
れ
ば
、
使
用
者
責
任
の
局
面
に
お
い
て
、

看
護
師
に
対
す
る
求
償
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
裁
判
例
を
検
討
し
た
後
に
、
改
め
て
触
れ
た
い
。

6
　
本
稿
の
構
成
と
叙
述
の
順
序

本
稿
で
は
、
看
護
過
誤
・
看
護
過
誤
訴
訟
と
法
規
に
つ
い
て
述
べ
た
後
（
Ⅱ
）
、
紛
争
・
訴
訟
の
防
止
と
対
応
に
つ
い
て
触
れ
（
Ⅲ
）
、

看
護
過
誤
・
看
護
訴
訟
の
最
近
の
重
要
裁
判
例
を
中
心
に
　
（
Ⅳ
）
検
討
し
て
い
く
（
Ⅴ
）
と
い
う
形
に
し
た
い
。

（
1
）
　
看
護
師
が
負
う
可
能
性
の
あ
る
法
的
責
任
と
し
て
、
刑
事
責
任
・
行
政
責
任
も
重
要
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
検
討
対
象
を
原
則
と
し
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て
民
事
損
害
賠
償
責
任
に
限
定
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
「
看
護
師
」
「
看
護
婦
」
の
呼
称
に
つ
い
て
も
、
引
用
を
行
う
際
に
は
原
文
に

従
う
も
の
と
す
る
。

（
2
）
　
病
院
に
対
し
て
は
別
途
本
件
事
故
を
調
査
・
報
告
す
る
義
務
を
怠
っ
た
「
債
務
不
履
行
」
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
容
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
菅
野
排
毅
「
看
護
事
故
と
法
的
責
任
」
医
事
法
学
九
号
（
一
九
九
四
年
）
一
〇
〇
頁
。

（
4
）
　
か
つ
て
は
保
険
契
約
締
結
後
一
年
以
内
の
自
殺
は
保
険
会
社
の
免
責
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
保
険
契
約
締
結
後
三
年
を
経
過
し
な
い
と
－

う
つ
病
に
罷
患
し
て
い
た
等
の
事
情
が
な
け
れ
ば
　
－
保
険
金
は
支
払
わ
れ
な
い
。
こ
の
点
が
争
点
と
な
っ
た
最
近
の
裁
判
例
と
し
て
、
大
分
地
判
平
成
一

七
年
九
月
八
日
判
時
一
九
三
五
号
一
五
八
頁
参
照
。

（
5
）
　
大
村
敦
志
「
基
本
民
法
Ⅱ
債
権
各
論
」
　
（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
二
〇
〇
五
年
）
　
（
以
下
「
大
村
Ⅱ
」
と
い
う
）
　
二
四
一
頁
。

（
6
）
　
H
本
看
護
協
会
で
は
、
看
護
師
が
被
告
と
な
っ
て
賠
償
請
求
さ
れ
た
場
合
に
備
え
、
看
護
職
賠
償
責
任
保
険
制
皮
を
屈
開
し
て
い
る
。
日
本
看
護
協
会
の

サ
イ
ト
　
（
h
t
膏
‖
≡
i
．
n
∈
S
C
．
O
r
音
b
参
照
。

（
7
）
　
林
道
春
「
看
護
婦
等
の
過
失
」
判
夕
六
八
六
号
（
一
九
八
九
年
）
九
八
頁
。

（
8
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
債
務
不
履
行
に
お
け
る
帰
貢
事
由
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
は
、
最
近
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る
。
小
粥
太
郎
「
債
務
不
履
行
の
帰

責
事
由
」
ジ
ユ
リ
一
三
一
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
　
二
七
頁
参
照
。

Ⅱ
　
看
護
過
誤
・
看
護
過
誤
訴
訟
と
法
規

1
　
刑
事
責
任
と
民
事
責
任
の
異
同

ひ
と
た
び
看
護
事
故
が
発
生
す
る
と
、
ま
ず
看
護
師
の
念
頭
に
浮
ぶ
と
思
わ
れ
る
の
が
刑
事
手
続
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
業
務

上
過
失
致
死
傷
罪
（
刑
二
二
条
）
に
間
擬
さ
れ
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
固
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

前
掲
の
京
都
地
判
平
成
一
七
年
七
月
一
二
日
に
お
け
る
准
看
護
師
も
、
第
一
審
で
禁
固
一
〇
月
を
言
渡
さ
れ
た
後
控
訴
し
、
二
億
円
の
支

（9）

払
い
と
准
看
護
師
も
被
害
弁
償
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
禁
固
八
月
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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民
事
の
賠
償
責
任
は
こ
れ
と
は
別
個
の
手
続
き
と
な
る
。
看
護
過
誤
に
よ
る
損
害
賠
償
訴
訟
に
は
、
契
約
構
成
に
よ
る
も
の
と
、
不
法

行
為
構
成
に
よ
る
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
患
者
と
の
間
の
医
療
契
約
は
、
通
常
病
院
と
患
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
と

（10）

解
さ
れ
る
た
め
、
看
護
師
と
し
て
個
人
的
に
損
害
賠
償
請
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
に
よ
る
。
不
法
行
為
に
基

づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
は
「
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
、
他
人
の
権
利
又
は
法
律
上
保
護
に
値
す
る
利
益
を
侵
害
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
損

害
が
発
生
す
る
こ
と
」
を
要
件
と
し
て
お
り
、
訴
訟
で
主
に
争
点
と
な
る
の
は
、
看
護
師
の
過
失
の
有
無
、
お
よ
び
過
失
と
損
害
と
の
間

の
因
果
関
係
で
あ
る
。
民
法
七
〇
九
条
に
い
う
と
こ
ろ
の
過
失
は
、
刑
事
責
任
で
い
う
と
こ
ろ
の
過
失
と
は
別
個
の
概
念
で
あ
る
と
捉
え

ら
れ
て
お
り
、
民
事
損
害
賠
償
独
自
の
観
点
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

2
　
不
法
行
為
訴
訟
に
お
け
る
「
過
失
」
の
意
義

で
は
、
不
法
行
為
訴
訟
に
お
け
る
　
「
過
失
」
　
の
意
義
が
次
に
問
題
と
な
る
が
、
東
京
地
判
昭
和
五
三
年
八
月
三
日
判
時
八
九
九
号
四
八

頁
（
ス
モ
ン
事
件
東
京
地
裁
判
決
）
　
に
よ
る
と
「
そ
の
終
局
に
お
い
て
結
果
回
避
義
務
の
違
反
を
い
う
の
で
あ
り
、
か
つ
具
体
的
状
況
の

も
と
に
お
い
て
、
適
正
な
回
避
措
置
を
期
待
し
得
る
前
提
と
し
て
、
予
見
義
務
に
裏
付
け
ら
れ
た
予
見
可
能
性
の
存
在
を
必
要
と
す
る
も

の
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
看
護
師
の
過
失
は
、
病
院
が
被
告
と
な
る
場
合
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
も
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

病
院
が
被
告
と
な
る
場
合
に
は
、
契
約
構
成
に
よ
る
ル
ー
ト
と
不
法
行
為
構
成
に
よ
る
ル
ー
ト
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は

、〓、

既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
契
約
構
成
で
い
く
場
合
、
要
件
と
な
る
病
院
の
　
「
帰
責
事
由
」
　
（
民
四
一
五
条
）
　
の
重
要
な
根
拠
と
な
る
し
、

不
法
行
為
構
成
で
い
く
場
合
に
は
、
民
法
七
一
五
条
の
使
用
者
責
任
の
要
件
と
し
て
、
看
護
師
（
あ
る
い
は
医
師
等
の
被
用
者
）
　
の
過
失

が
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
わ
け
、
い
わ
ゆ
る
チ
ー
ム
医
療
の
場
合
を
め
ぐ
っ
て
、
誰
の
・
ど
の
注
意
義
務
違
反
を
過
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（12）

矢
と
認
定
す
る
の
か
に
つ
き
、
深
刻
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

3
　
取
締
法
規
と
過
失
　
－
　
最
近
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
注
意
義
務
を
尽
く
し
て
い
れ
ば
過
失
な
し
と
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
「
Ⅲ
」
に
譲
る
が
、
こ
こ
で

は
「
看
護
過
誤
・
看
護
過
誤
訴
訟
と
法
規
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
各
種
「
法
規
」
を
遵
守
し
て
い
れ
ば
、
過
失
な
し
と
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
題
を
扱
い
た
い
。
こ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
原
則
的
に
否
で
あ
る
。
医
療
法
な
ど
医
療
に
関
す
る
各
種
法
規
は
、
民
法
の

不
法
行
為
の
議
論
で
は
取
締
法
規
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
取
締
法
規
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
で
過
失
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る

（13）

が
　
（
反
証
が
可
能
で
あ
る
）
、
取
締
法
規
を
遵
守
し
て
い
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
過
失
な
し
と
は
さ
れ
な
い
。

最
近
で
は
、
次
の
よ
う
な
判
決
が
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
病
院
に
入
院
中
の
患
者
が
、
無
呼
吸
の
状
態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
ア
ラ
ー
ム
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
夜
間
に
ナ
ー
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
際
、
看
護
師
等
が
不
在
の
た

め
三
〇
分
放
置
さ
れ
、
患
者
が
呼
吸
不
全
に
よ
り
死
亡
し
た
事
故
に
つ
い
て
、
患
者
の
呼
吸
管
理
上
に
過
失
が
あ
っ
た
と
し
て
、
病
院
設

置
者
の
使
用
者
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
」
　
（
東
京
地
判
平
成
一
七
年
一
一
月
二
二
日
刊
時
一
九
三
五
号
七
六
頁
）
　
で
あ
る
。

こ
の
事
案
で
は
、
病
院
を
運
営
す
る
被
告
自
治
体
が
「
本
件
死
亡
当
時
に
お
い
て
も
被
告
病
院
の
体
制
は
関
係
法
規
に
照
ら
し
て
最
も

充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
被
告
病
院
に
は
過
失
は
存
在
し
な
い
」
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
東
京
地
裁
は
「
故
甲
野
花
子
（
被

害
者
で
あ
る
患
者
‥
引
用
者
）
　
の
死
亡
当
時
の
被
告
病
院
の
病
床
数
は
五
〇
一
床
で
あ
っ
て
、
こ
の
病
床
数
を
前
提
と
す
る
入
院
患
者
に

対
す
る
医
療
法
上
置
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
看
護
師
の
月
数
は
一
二
六
名
で
あ
る
こ
と
、
外
来
患
者
の
平
均
が
一
H
一
五
〇
〇

名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
同
じ
く
置
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
看
護
師
の
月
数
は
五
〇
名
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
、
被
告
病
院

が
置
い
て
い
た
看
護
職
員
数
の
合
計
が
三
五
三
名
（
臨
時
採
用
を
加
え
る
と
三
七
〇
名
）
　
で
あ
っ
た
こ
と
、
平
成
一
三
年
一
〇
月
の
厚
生
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労
働
省
の
調
査
に
お
い
て
も
、
全
国
の
国
立
病
院
・
療
養
所
一
八
八
施
設
の
う
ち
夜
勤
の
看
護
師
を
二
名
し
か
置
い
て
い
な
い
病
棟
が
八

三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
三
名
以
上
の
体
制
を
採
っ
て
い
た
の
は
一
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
法
令
の
基
準
は
い
わ
ば
最
低
基
準
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
過
失
を
肯
記
す
る
事
情
に

働
く
と
は
い
え
て
も
法
令
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
当
然
に
過
失
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
た

と
え
故
甲
野
花
子
の
死
亡
当
時
、
三
名
以
上
の
夜
間
勤
務
の
看
護
師
を
置
い
て
い
る
国
立
病
院
が
少
数
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
こ
と
は

そ
の
状
態
を
改
善
す
る
理
由
に
は
な
り
え
て
も
ア
ラ
ー
ム
の
警
報
音
を
三
〇
分
以
上
も
気
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
本
件
事
故
当
時
に
お
け

る
被
告
病
院
の
過
失
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。

（14）

た
だ
、
理
論
的
に
は
、
使
用
者
責
任
の
前
提
と
し
て
の
被
用
者
の
過
失
と
し
て
は
、
通
常
自
然
人
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
件
に

お
い
て
、
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
て
い
た
と
き
に
看
護
師
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
　
（
他
の
患
者
に
応
対
し
て
い
て
ア
ラ
ー

ム
に
応
対
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
）
　
を
認
定
す
る
こ
と
な
く
、
使
用
者
責
任
の
前
提
と
し
て
自
然
人
で
は
な
い

「
病
院
の
過
失
」
を
認
め
た
こ
と
に
は
、
疑
問
も
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
法
は
不
可
能
を
強
い
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
過
失
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
か

に
つ
い
て
、
続
い
て
「
Ⅲ
」
で
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
9
）
　
h
台
‥
＼
、
毒
∃
く
．
y
O
m
i
巨
．
c
O
j
p
＼
i
q
O
u
＼
n
e
w
明
、
首
O
u
b
c
W
的
＼
N
0
0
∽
－
○
－
u
E
）
P
h
ぎ
参
照
。

（
1
0
）
　
個
人
病
院
の
場
合
は
医
師
個
人
と
な
る
。
も
っ
と
も
学
説
に
は
患
者
と
医
療
機
関
と
の
関
係
を
契
約
関
係
で
は
な
く
信
認
関
係
に
あ
る
と
す
る
も
の
も
あ

る
（
樋
口
範
雄
「
医
師
・
患
者
関
係
の
性
格
」
法
教
三
〇
八
号
［
二
〇
〇
六
年
］
　
二
四
頁
以
下
）
。

（
1
1
）
　
た
だ
し
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
に
お
け
る
帰
責
事
由
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
最
近
議
論
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
8
）
参
照
。

（
ほ
）
　
医
師
と
の
関
係
で
看
護
師
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
、
看
護
師
の
過
失
を
使
用
者
責
任
の
前
提
と
し
て
認
定
す
る
こ
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と
に
な
お
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
堂
　
注
釈
啓
に
お
い
て
は
「
取
締
法
規
が
一
見
し
て
不
合
理
な
要
求
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
違
反
に
は
過
失
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
」
と
さ
れ
（
加
藤
一
郎
編
「
注
釈
民
法
（
一
九
）
」
［
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
］
　
［
以
下
r
注
釈
民
法
（
一
九
）
」
と
引
用
す
る
］
二
六
頁
［
加
藤
一
郎
］
）
、

ま
た
「
一
般
公
衆
な
ど
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
取
締
法
規
に
違
反
し
て
、
そ
の
利
益
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
違
法
性
が
あ
り
、
不
法
行

為
が
成
立
さ
れ
る
」
と
の
説
明
が
あ
る
（
r
注
釈
民
法
（
一
九
）
」
［
加
藤
一
郎
］
三
四
頁
）
。

（
1
4
）
　
四
宮
和
夫
「
不
法
行
為
」
　
（
青
林
書
院
、
一
九
八
三
年
）
　
（
以
下
「
四
宮
「
不
法
行
為
ヒ
と
い
う
）
七
〇
〇
頁
、
平
井
宜
雄
r
債
権
各
論
Ⅲ
不
法
行
為
」

（
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
）
　
（
以
下
「
平
井
r
不
法
行
為
」
」
と
い
う
）
　
二
二
六
貫
参
照
。
法
人
の
過
失
を
認
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
責
任
構
成
に
よ

る
必
要
は
な
い
。
法
人
の
過
失
に
つ
い
て
は
、
平
井
「
不
法
行
為
」
二
l
〓
ハ
頁
参
照
。

Ⅲ
　
紛
争
・
訴
訟
の
防
止
と
対
応

1

　

序

「
Ⅱ
」
よ
り
、
看
護
師
が
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
被
告
と
な
る
場
合
は
通
常
不
法
行
為
構
成
と
な
る
た
め
、
看
護
師
の
「
過
失
」

の
有
無
が
最
も
重
要
な
争
点
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

2
　
過
失
の
判
断
基
準
と
相
対
的
医
療
行
為

「
過
失
」
と
は
、
既
述
の
通
り
不
注
意
と
い
う
主
観
的
な
概
念
で
は
な
く
、
現
在
で
は
客
観
的
に
「
注
意
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
」
と

理
解
さ
れ
て
お
り
、
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
注
意
義
務
が
課
さ
れ
る
の
か
、
つ
ま
り
、
大
学
病
院
の
よ
う
な
先
端
的
医
療
機
関
に

勤
務
す
る
看
護
師
と
地
域
の
医
療
現
場
に
お
け
る
看
護
師
と
で
同
一
の
注
意
義
務
が
課
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
看
護
師
の
中
に
は

（15）

主
体
性
の
確
立
皮
や
実
態
と
し
て
も
技
量
に
差
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
訴
訟
に
お
け
る
看
護
師
の
注
意
義
務
の
水
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準
が
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
場
合
で
は
あ
る
が
、
被
告
医
師
は
「
本
件
診
療
契
約
に
基
づ
き
、
人
の
生
命
及
び
健
康
を
管
理
す
る
業

務
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
危
険
防
止
の
た
め
に
経
験
上
必
要
と
さ
れ
る
最
善
の
注
意
を
尽
く
し
て
」
原
告
の
「
診
療
に
当
た
る
義
務
を

負
担
し
」
「
右
往
意
義
務
の
基
準
と
な
る
べ
き
も
の
は
、
診
療
当
時
の
い
わ
ゆ
る
臨
床
医
学
の
実
践
に
お
け
る
医
療
水
準
で
あ
る
」
こ
と

が
最
高
裁
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
た
め
　
（
最
判
平
成
七
年
六
月
九
日
民
集
四
九
巻
六
号
一
四
九
九
頁
。
以
下
「
姫
路
日
赤
未
熟
児
網
膜

症
事
件
」
と
い
う
）
、
看
護
師
の
場
合
に
も
、
「
事
故
当
時
の
臨
床
看
護
に
お
け
る
看
護
知
識
看
護
技
術
の
水
準
」
が
注
意
義
務
の
基
準
で

（16）

あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
医
師
の
場
合
の
姫
路
日
赤
未
熟
児
網
膜
症
事
件
を
参
照
す
る
と
、
注
意
義
務
の
基
準
は
　
「
看
護
医
学
」
　
の
水

準
で
は
な
く
、
看
護
当
時
の
臨
床
看
護
の
実
践
に
お
け
る
看
護
水
準
が
注
意
義
務
の
基
準
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
三
年
七
月
三
〇
日
法
律
第
二
〇
三
）
　
（
以
下
「
保
助
看
法
」
と
い
う
）
第
三
七
条
に
よ
り

医
師
の
指
示
の
下
で
看
護
師
等
が
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
相
対
的
医
療
行
為
を
看
護
師
が
行
う
場
合
の
注
意
義
務
の
基

準
と
し
て
、
①
医
師
の
注
意
義
務
を
基
準
と
す
る
説
と
、
②
看
護
師
の
注
意
義
務
を
基
準
と
す
べ
き
だ
と
す
る
説
に
分
か
れ
て
い
る
が
、

（17）

姫
路
日
赤
未
熟
児
網
膜
症
事
件
を
参
考
と
す
る
と
、
②
の
立
場
が
採
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

3
　
医
療
過
誤
防
止
の
具
体
的
措
置

以
上
の
よ
う
な
過
失
の
有
無
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
医
療
・
看
護
事
故
を
そ
も
そ
も
防
止
す
る
た
め
の
わ
が
国
の
取
組
み
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
は
、
平
成
一
四
年
か
ら
す
べ
て
の
病
院
お
よ
び
有
床
診
療
所
に
、
①
安
全
管
理
指
針
の
整
備
、
②
安
全
管
理
委
員
会
の
開
催
、

③
安
全
管
理
研
修
の
実
施
、
④
院
内
に
お
け
る
事
故
報
告
等
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し
た
改
善
方
策
の
実
施
を
制
度
化
し
、
平
成
一
五
年

か
ら
は
特
定
機
能
病
院
等
に
、
①
安
全
管
理
者
の
配
置
、
②
安
全
管
理
部
門
の
設
置
、
③
患
者
相
談
体
制
の
確
保
を
制
度
化
し
、
医
療
機
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関
に
お
い
て
も
、
患
者
に
被
害
は
生
じ
な
か
っ
た
が
事
故
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
っ
た
事
態
で
あ
る
、
ビ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
の
収
集

（1。）

か
ら
事
故
に
学
ぶ
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
複
数
回
確
認
す
る
と
い
う
意
味
で
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
異
な
る
看
護
師
の
間
で

（19）

の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
医
師
と
看
護
師
と
の
間
で
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

4
　
看
護
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
　
－
　
事
実
認
定
と
の
関
係
で

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
看
護
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
看
護
師
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
と
な
る
。
紛
争
と
い
う
の
は
一
つ
一
つ
異
な
る
個
性
を
有
し
て
い
る
た
め
、
一
般
的
な
形
で
対
応
策
を
論
じ
る
の
は
そ
も
そ
も
困

難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
原
則
的
に
は
、
認
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
認
め
て
、
争
う
べ
き
と
こ
ろ
は
争
う
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
は
あ
る
が
、
民
事
訴

訟
で
は
、
当
事
者
間
で
争
い
に
な
っ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
は
証
拠
に
よ
っ
て
認
定
す
る
必
要
が
生
じ
、
こ
の
証
明
責
任
（
ノ
ン
・
リ
ケ

ッ
ト
［
真
偽
不
明
］
　
の
場
合
の
不
利
益
）
は
、
基
本
的
に
原
告
た
る
患
者
に
課
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
告
た
る
患
者
が
主
張
す
る
事
実

（20）

を
認
め
た
場
合
は
、
こ
れ
を
自
白
と
い
い
裁
判
所
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
定
す
る
た
め
、
患
者
サ
イ
ド
の
「
感
情
」
を
な
だ
め
よ

う
と
安
易
に
患
者
が
主
張
す
る
事
実
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
続
い
て
、
看
護
過
誤
・
看
護
過
誤
訴
訟
の
実
際
に
つ
い
て
、
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
巷
　
　
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
　
「
看
護
の
専
門
性
と
法
的
責
任
」
年
報
医
事
法
学
九
（
一
九
九
四
年
）
　
二
五
頁
［
川
村
佐
和
子
発
言
］
。

（
1
6
）
　
林
・
前
掲
注
（
7
）
九
八
頁
。
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（
け
）
　
林
・
前
掲
注
（
7
）
九
九
頁
。
林
判
事
は
後
者
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
保
助
看
法
第
三
七
条
を
掲
げ
て
お
く
。

保
助
看
法
第
三
七
条

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
は
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
を
除
く
ほ
か
、
診
療
機
械
を
使
用
し
、
医
薬
品
を

授
与
し
、
医
薬
品
に
つ
い
て
指
示
を
し
そ
の
他
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
行
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
臨
時
応
急
の
手
当
を
し
、
又
は
助
産
師
が
へ
そ
の
緒
を
切
り
、
浣
腸
を
施
し
そ
の
他
助
産
師
の
業
務
に
当
然
に
付
随
す
る
行
為
を
す
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
1
8
）
　
医
療
に
係
る
事
故
事
例
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
検
討
部
会
報
告
書
。
手
嶋
豊
r
医
事
法
入
門
し
　
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
一
六
三
頁
参
照
。
そ
の
他
、

医
療
事
故
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
畑
中
綾
子
「
医
療
事
故
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
論
点
」
ジ
ユ
リ
二
二
〇
七

号
（
二
〇
〇
六
年
）
　
二
八
頁
参
照
。

（
1
9
）
　
　
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
前
掲
注
（
巷
　
二
六
頁
［
桑
野
タ
イ
子
発
言
］
。

（
2
0
）
　
む
し
ろ
、
裁
判
所
は
弁
論
主
義
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
中
野
貞
一
郎
ほ
か
編
「
新
民
事
訴
訟
法
講
義
」
　
［
有
斐
閣
、

第
二
版
補
訂
版
、
二
〇
〇
六
年
］
一
八
八
頁
）
。

Ⅳ
　
看
護
過
誤
・
看
護
過
誤
訴
訟
の
実
際

1

　

序

こ
こ
で
は
、
看
護
過
誤
・
看
護
過
誤
訴
訟
の
実
際
に
つ
い
て
、
主
要
な
も
の
を
要
件
の
面
か
ら
類
型
的
に
採
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

す
な
わ
ち
、
①
注
射
事
故
、
②
麻
酔
事
故
、
③
与
薬
事
故
、
④
棒
瘡
、
⑤
術
中
術
後
の
患
者
看
視
、
⑥
病
状
連
絡
事
故
、
⑦
転
落
事
故
、

（21）

⑧
自
殺
事
故
、
⑨
管
理
事
故
で
あ
る
。
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2
　
注
射
事
故
　
－
　
看
護
師
に
よ
る
静
脈
注
射
の
適
法
性

看
護
師
が
被
告
と
な
っ
て
訴
訟
に
お
い
て
損
害
賠
償
請
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
注
射
事
故
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
見
出
さ
れ

（22）る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
京
都
地
判
平
成
一
七
年
七
月
一
二
日
も
こ
こ
に
当
て
は
ま
る
が
、
加
え
て
、
以
下
の
裁
判
例
を
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
看
護
師
が
静
脈
注
射
を
お
こ
な
う
こ
と
の
適
法
性
に
つ
い
て
は
、
刑
事
事
件
で
あ
る
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
二
二
H
刑
集
七

巻
一
三
号
二
六
〇
八
頁
（
国
立
鯖
江
病
院
事
件
）
　
で
、
看
護
師
の
静
脈
注
射
が
「
業
務
上
」
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
っ
た
ほ

か
、
一
九
五
一
年
の
旧
厚
生
省
通
知
で
違
法
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
厚
生
労
働
省
よ
り
新
た
な
通
知
が
だ
さ
れ
、
静
脈
注
射

（23）

を
行
う
こ
と
は
保
助
看
法
五
条
に
い
う
診
療
の
補
助
行
為
で
あ
っ
て
適
法
と
さ
れ
て
い
る
。

保
助
看
法
第
五
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
看
護
師
」
と
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
傷
病
者
若
し
く
は
じ
ょ
く
婦
に
対
す
る
療
養
上
の

世
話
又
は
診
療
の
補
助
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を
い
う
。

「
看
護
師
等
に
よ
る
静
脈
注
射
の
実
施
に
つ
い
て
」
医
制
発
第
〇
九
三
〇
〇
〇
二
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
（
抄
）

標
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
厚
生
省
医
務
局
長
通
知
（
昭
和
二
六
年
九
月
一
五
日
付
け
医
収
第
五
一
七
号
）
　
に
よ
り
、
静
脈

注
射
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
自
ら
行
う
べ
き
業
務
で
あ
っ
て
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
二
〇
三
号
）

第
五
条
に
規
定
す
る
看
護
師
の
業
務
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
般
、
平
成
一
四
年
九
月
六

日
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
新
た
な
看
護
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
中
間
ま
と
め
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
下
記
の
と
お
り
取
り
扱

う
こ
と
と
し
た
の
で
、
貴
職
に
お
か
れ
て
は
、
貴
管
下
保
健
所
設
置
市
、
特
別
区
、
医
療
機
関
、
関
係
団
体
等
に
対
し
て
周
知
方
お

願
い
い
た
し
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
行
為
が
違
法
か
・
違
法
で
な
い
か
は
、
厚
生
労
働
省
で
は
な
く
、
基
本
的
に
裁
判
所
が
決
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
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二
〇
〇
二
年
よ
り
前
に
も
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
形
で
違
法
か
違
法
で
は
な
い
の
か
に
つ
き
処
理
さ
れ
て
い
た
。

‖
福
島
地
判
昭
和
四
七
年
七
月
二
一
日
判
時
六
九
一
号
六
八
頁
は
「
准
看
護
師
が
医
師
よ
り
グ
レ
ラ
ン
上
腕
筋
肉
注
射
を
指
示
さ
れ
た

の
に
、
誤
っ
て
上
腕
外
側
に
注
射
し
、
患
者
に
槙
骨
神
経
麻
痔
の
傷
害
を
与
え
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
福
島
地
裁
は
、
－

グ
レ
ラ
ン
薬
液
の
よ
う
な
刺
戟
性
の
強
い
薬
液
を
上
肢
に
筋
肉
注
射
を
す
る
場
合
に
は
槙
骨
神
経
に
障
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ

る
か
ら
、
そ
の
お
そ
れ
の
な
い
安
全
な
部
位
で
あ
る
三
角
筋
を
確
認
し
て
注
射
を
行
な
う
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
が
、
右
事
実
に
よ
れ
ば
、
M
看
護
婦
が
本
件
注
射
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
右
往
意
義
務
を
怠
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
こ

ろ
で
、
グ
レ
ラ
ン
薬
液
注
射
は
比
較
的
危
険
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
筋
肉
注
射
は
そ
れ
程
困
難
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
必
ず
し

も
医
師
自
ら
こ
れ
を
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
虎
M
看
護
婦
の
知
識
お
よ
び
経
験
に
照
ら
す
と
、
そ
の
施
行

前
に
施
行
上
の
留
意
す
べ
き
点
を
指
示
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
注
射
に
よ
る

横
骨
神
経
麻
痺
の
治
療
方
法
と
し
て
は
、
前
示
の
よ
う
に
保
存
的
療
法
に
よ
り
三
か
月
な
い
し
六
か
月
経
過
を
観
察
す
る
こ
と
が
一

般
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
本
件
に
お
い
て
は
原
告
が
相
当
重
症
の
狭
心
症
で
あ
り
、
そ
の
治
療
を
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
本
件
注
射
事
故
を
知
っ
た
後
H
院
長
の
と
っ
た
処
置
は
相
当
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
同
院
長
に
過
失
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
被
告
の
被
用
者
で
あ
る
M
看
護
婦
の
過
失
に
よ
っ
て
被
っ
た
原
告
の
傷
害
を
払
拭
す
る
に
足
り
な
い
か
ら
、

被
告
は
原
告
の
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
責
に
任
ず
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
し
、
病
院
設
置
者
で
あ
る
県
に
お
よ
そ
五
六
一
万
円
の
賠
償
l
責
任
を
認
め
て
い
る
。

間
大
阪
地
判
昭
和
六
一
年
五
月
二
九
日
判
夕
六
二
〇
号
一
四
六
頁
の
事
案
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
看
護
婦
が
医
師
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の
指
示
に
よ
り
右
肘
静
脈
注
射
を
行
う
に
際
し
、
注
射
部
位
を
誤
り
神
経
を
損
傷
し
た
こ
と
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
が
な
さ
れ
た
。

大
阪
地
裁
は
、
　
－

原
告
主
張
の
本
件
注
射
に
よ
る
正
中
神
経
の
損
傷
の
存
否
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
原
告
本
人
は
、
本
件
注
射
が
な
さ
れ
た
八
月

二
二
日
当
日
は
、
い
つ
も
注
射
を
し
て
く
れ
る
看
護
婦
と
は
別
の
看
護
婦
が
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
注
射
を
実
施
し
、
そ
の
注
射
の

方
法
は
、
ま
ず
原
告
の
右
腕
に
注
射
針
を
刺
し
、
そ
の
ま
ま
三
〇
秒
く
ら
い
手
を
止
め
、
そ
の
後
血
管
に
ま
で
注
射
針
を
刺
し
込
む

と
い
う
や
り
方
で
あ
り
、
原
告
は
、
右
注
射
を
さ
れ
た
そ
の
時
か
ら
、
右
腕
部
分
に
痛
み
を
感
じ
た
旨
供
述
し
て
お
り
、
ま
た
…
…

前
記
N
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
右
前
腕
部
神
経
損
傷
と
の
診
断
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
前
示
の
と
お
り
で
あ

る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
応
、
原
告
の
右
主
張
の
裏
づ
け
と
な
る
べ
き
証
拠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仮
に
右
本
人
の

供
述
す
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
事
の
性
質
上
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
原
告
主
張
の
正
中
神
経
の
損
傷

を
肯
記
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
前
記
N
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
断
も
そ
れ
が
本
件
注
射
後
約
四
年
も
後
に
原
告
を
診
察
し
た
結

果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
右
の
ご
と
く
診
断
し
た
経
緯
や
根
拠
は
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ま

た
、
前
記
正
中
神
経
損
傷
の
事
実
を
肯
認
さ
せ
る
に
充
分
な
も
の
と
は
認
め
難
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
し
て
、
神
経
損
傷
不
明
と
し
て
請
求
が
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
近
で
は
、
市
民
病
院
の
泌
尿
器
科
の
看
護
婦
が
誤
っ
て
静

脈
注
射
の
際
に
模
骨
神
経
を
傷
つ
け
て
槙
骨
神
経
不
全
麻
痺
の
障
害
を
負
わ
せ
た
と
し
て
、
市
に
対
し
て
損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
、
3
1

名
古
屋
地
判
平
成
一
四
年
三
月
一
五
日
刊
時
一
七
九
六
号
一
三
三
頁
で
、
　
－

看
護
婦
は
、
模
骨
神
経
走
行
部
位
付
近
で
あ
る
肘
関
節
上
部
外
側
の
部
位
に
点
滴
（
静
脈
注
射
）
　
を
す
る
場
合
に
は
、
付
近
の
模

骨
神
経
走
行
部
位
等
不
適
切
な
部
分
に
注
射
針
を
刺
入
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
に
注
意
す
る
義
務
が
あ
る

と
し
て
、
三
〇
〇
万
円
の
賠
償
請
求
が
認
容
さ
れ
て
い
る
。
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川
大
阪
高
裁
昭
和
五
九
年
八
月
一
六
日
判
夕
五
四
〇
号
二
七
二
頁
は
「
准
看
護
婦
が
医
師
の
指
示
に
よ
り
ブ
ス
コ
パ
ン
を
静
脈
注
射
し
、

一
五
分
後
の
観
察
で
は
異
常
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
り
死
亡
し
た
事
案
」
で
、
准
看
護
婦
に
よ
る
静
脈
注
射
の
違

法
性
が
争
点
と
な
っ
た
が
、
大
阪
高
裁
は
、
　
－

り
・
一
・

看
護
婦
は
医
師
の
指
示
を
受
け
、
準
看
護
婦
は
医
師
又
は
看
護
婦
の
指
示
を
う
け
て
傷
病
者
等
に
対
す
る
療
養
上
の
世
話
又
は
診

療
の
補
助
を
な
す
こ
と
を
業
と
す
る
　
（
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
五
条
、
六
条
、
三
七
条
）
者
で
あ
る
か
ら
、
主
治
医
の
指
示
を
う

け
患
者
に
医
薬
品
を
注
射
す
る
こ
と
は
、
医
師
が
行
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
場
合
で
な
い

マ
マ

限
り
違
法
で
は
な
く
、
右
特
別
の
事
情
の
存
在
に
つ
き
立
証
が
な
く
、
当
該
準
看
護
婦
の
施
注
技
術
が
拙
劣
で
欠
陥
が
あ
っ
た
と
疑

マ
マ

う
よ
う
な
事
実
の
存
し
な
い
本
件
で
は
、
右
準
看
護
婦
に
よ
る
本
件
薬
剤
注
射
に
違
法
不
当
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

と
し
て
、
違
法
で
は
な
い
と
し
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
二
〇
〇
二
年
の
行
政
解
釈
変
更
前
に
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
看
護
師
に
よ
る

注
射
の
適
法
性
が
争
点
と
な
っ
て
い
た
。
裁
判
所
が
准
看
護
師
に
よ
る
注
射
を
違
法
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
行

政
解
釈
変
更
の
一
因
で
あ
っ
た
と
も
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

注
射
事
故
の
類
型
で
最
近
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
た
事
案
と
し
て
、
病
院
の
看
護
師
が
生
理
食
塩
水
と
誤
っ
て
消
毒
液
を
注
射
し
て
患
者

を
死
亡
さ
せ
た
場
合
に
病
院
側
の
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
、
間
東
京
地
判
平
成
一
六
年
一
月
三
〇
日
判
時
一
八
六
一
号
三
頁
（
い

わ
ゆ
る
都
立
広
尾
病
院
事
件
）
を
採
り
上
げ
る
。

［
事
案
の
概
要
］

B
l
看
護
婦
は
、
病
棟
処
置
室
（
以
下
「
処
置
室
」
と
い
う
。
）
　
に
お
い
て
、
亡
A
に
対
し
て
使
用
す
る
ヘ
パ
生
（
生
理
食
塩
水
）

を
準
備
す
る
に
当
た
り
、
充
て
ん
済
み
の
注
射
筒
部
分
に
「
ヘ
パ
生
」
と
黒
色
マ
ジ
ッ
ク
で
記
載
さ
れ
た
ヘ
パ
生
一
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
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ル
入
り
注
射
器
を
保
冷
庫
か
ら
取
出
し
て
処
置
台
に
置
い
た
。

B
l
看
護
婦
は
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
他
の
入
院
患
者
で
あ
る
C
6
に
対
し
て
使
用
す
る
ヒ
ビ
グ
ル
　
（
消
毒
液
）
を
準
備
す
る
た

め
、
新
し
い
一
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
用
の
注
射
器
を
使
用
し
て
容
器
か
ら
ヒ
ビ
グ
ル
を
同
注
射
器
に
吸
入
し
、
こ
れ
を
前
述
の
へ
パ
生

入
り
注
射
器
と
並
べ
て
処
置
台
に
置
い
た
。

次
い
で
、
B
l
看
護
婦
は
、
こ
の
ヒ
ビ
グ
ル
入
り
注
射
器
の
中
味
が
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
そ
の
旨
記
載
し
た
メ
モ
紙
を
注
射
器
に

貼
り
付
け
る
べ
く
、
メ
モ
紙
に
黒
色
マ
ジ
ッ
ク
で
「
6
、
C
6
様
洗
浄
用
ヒ
ビ
グ
ル
」
と
手
書
き
し
た
上
、
こ
の
メ
モ
紙
を
二
本
の

注
射
器
の
う
ち
の
一
本
に
貼
り
付
け
た
が
、
B
l
看
護
婦
と
し
て
は
、
同
メ
モ
紙
を
ヒ
ビ
グ
ル
入
り
注
射
器
に
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で

貼
り
付
け
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
注
射
器
に
「
ヘ
パ
生
」
と
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
か
っ
た
た
め
、
実
際
に

は
誤
っ
て
ヘ
パ
生
入
り
注
射
器
に
こ
れ
を
貼
り
付
け
て
し
ま
っ
た
…
…
B
l
看
護
婦
は
、
亡
A
に
対
し
て
抗
生
剤
の
点
滴
終
了
後
に

行
う
ヘ
バ
ロ
ッ
ク
用
に
使
用
す
る
た
め
の
ヘ
パ
生
入
り
注
射
器
を
持
参
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
C
6
に
注
射
す
べ
き

ヒ
ビ
グ
ル
入
り
注
射
器
を
持
参
し
て
い
た
…
…
B
2
看
護
婦
は
、
亡
A
の
病
室
に
赴
き
、
同
日
午
前
九
時
三
分
こ
ろ
、
亡
A
に
対
し
、

床
頭
台
に
置
い
て
あ
っ
た
注
射
器
を
使
っ
て
点
滴
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
際
、
B
2
看
護
婦
は
、
床
頭
台
に
置
か
れ
て
い
た
注
射
器

に
記
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
、
黒
色
マ
ジ
ッ
ク
に
よ
る
「
ヘ
パ
生
」
の
記
載
を
確
認
せ
ず
、
同
注
射
器
に
は
ヘ
パ
生
が
入
っ
て
い
る

も
の
と
軽
信
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て
、
亡
A
に
対
し
、
ヒ
ビ
グ
ル
の
点
滴
を
開
始
し
た
…
…
B
l
看
護
婦
は
、
処
置
室
で
　
「
ヘ
パ

生
」
と
黒
色
マ
ジ
ッ
ク
で
書
か
れ
た
注
射
器
が
置
い
て
あ
る
．
の
を
見
つ
け
、
亡
A
に
対
す
る
点
滴
に
用
い
ら
れ
た
の
が
ヘ
パ
生
入
り

の
注
射
器
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
察
知
し
て
、
薬
剤
の
取
り
違
え
に
気
付
き
、
病
室
内
の
B
1
1
医
師
を
手
招
き
し
て
呼
び
出
し
た
上

で
、
室
外
に
出
て
き
た
同
医
師
に
対
し
、
「
ヘ
パ
生
と
ヒ
ビ
グ
ル
を
間
違
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
告
げ
た
。

［
判
旨
］
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B
l
看
護
婦
に
は
、
患
者
に
投
与
す
る
薬
剤
を
準
備
す
る
に
つ
き
、
薬
剤
の
種
類
を
十
分
確
認
し
て
準
備
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
B
l
看
護
婦
は
上
記
注
意
義
務
を
怠
り
…
…
ヘ
パ
生
入
り
の
注
射
器
に
つ
い
て
は
「
ヘ
パ
生
」
と
黒
色

マ
ジ
ッ
ク
で
記
載
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
本
の
注
射
器
の
う
ち
、
ヘ
パ
生
入
り
注
射
器
に
お
け
る
「
へ
パ
生
」
と
の
記

載
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
漫
然
、
こ
れ
を
ヒ
ビ
グ
ル
入
り
注
射
器
で
あ
る
と
誤
信
し
、
他
方
、
も
う
一
本
の
ヒ
ビ
グ
ル
入
り
注
射

器
に
は
「
ヘ
パ
生
」
と
の
記
載
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
ヘ
パ
生
入
り
注
射
器
と
誤
信
し
て
、
後
者
を
亡
A
の
病
室
に
持
参

し
、
亡
A
の
床
頭
台
に
お
い
て
そ
の
点
滴
を
準
備
し
た
と
い
う
注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
B
2
看
護
婦
に
は
、
患
者
に
薬
剤
を
投
与
す
る
に
つ
き
、
薬
剤
の
種
類
を
十
分
確
認
し
て
投
与
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
B
2
看
護
婦
は
上
記
注
意
義
務
を
怠
り
…
…
準
備
さ
れ
た
注
射
器
に
は
、
注
射
筒
の
部
分
に
黒
色
マ
ジ

ッ
ク
で
「
ヘ
パ
生
」
と
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
載
を
確
認
し
た
上
で
、
薬
剤
の
点
滴
を
す
べ
き
で
あ
る

の
に
、
そ
の
記
載
を
確
認
し
な
い
ま
ま
、
漫
然
、
床
頭
台
に
置
か
れ
て
い
た
注
射
器
に
は
ヘ
パ
生
が
入
っ
て
い
る
も
の
と
軽
信
し
、

同
注
射
器
に
入
っ
て
い
た
ヒ
ビ
グ
ル
を
亡
A
に
点
滴
し
て
、
誤
薬
を
投
与
し
た
注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
B
l
看
護
婦
及
び
B
2
看
護
婦
の
前
記
各
注
意
義
務
違
反
の
競
合
に
よ
り
、
亡
A
は
容
態
が
急
変
し
、
死
亡
す
る
に
至

っ
た
こ
と
は
原
告
ら
及
び
被
告
東
京
都
と
の
間
に
お
い
て
争
い
が
な
い
。

東
京
地
裁
は
、
B
l
看
護
婦
と
B
2
看
護
婦
の
過
失
（
注
意
義
務
違
反
）
　
の
競
合
を
理
由
と
し
て
、
被
告
東
京
都
に
対
す
る
損
害
賠
償

請
求
を
認
容
し
て
い
る
。
使
用
者
責
任
の
前
提
と
な
る
被
用
者
の
過
失
に
つ
い
て
は
、
一
名
の
過
失
を
認
定
す
れ
ば
足
り
る
と
こ
ろ
、
当

事
者
間
に
争
い
は
な
い
と
し
て
も
、
B
l
・
B
2
看
護
師
は
損
害
賠
償
請
求
の
相
手
方
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
B
l
看
護
婦
・
B
2
着
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護
婦
双
方
の
過
失
を
認
め
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

3
　
麻
酔
事
故

麻
酔
事
故
と
の
関
係
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
腿
骨
骨
折
手
術
後
鎮
痛
の
た
め
行
わ
れ
た
硬
膜
外
麻
酔
に
よ
る

シ
ョ
ッ
ク
事
故
に
関
し
（
脊
椎
の
硬
膜
外
脛
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
一
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
硬
膜
外
注
入
）
、
こ
れ

を
指
示
し
た
担
当
医
師
の
責
任
を
認
め
、
右
医
師
の
責
任
に
つ
い
て
、
病
院
管
理
者
に
事
業
監
督
者
責
任
、
病
院
開
設
者
に
使
用
者
責
任

を
認
め
た
が
、
実
際
に
麻
酔
薬
の
硬
膜
外
注
入
を
行
っ
た
担
当
看
護
婦
の
責
任
は
否
定
し
た
、
間
大
阪
地
判
平
成
二
年
三
月
八
日
判
夕

一
〇
三
四
号
二
二
二
頁
で
あ
る
。

［
判
旨
］

マ
マ

被
告
乙
川
は
、
チ
ャ
ー
ジ
・
ナ
ー
ス
で
あ
る
S
看
護
士
の
指
示
を
通
じ
て
医
師
で
あ
る
被
告
乙
野
が
医
師
指
示
票
に
記
載
し
た
指

示
に
従
い
、
春
子
に
対
し
マ
ー
カ
イ
ン
を
注
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
被
告
乙
川
は
、
医
師
で
あ
る
被
告
乙
野
の
補
助
者
に
す

ぎ
ず
、
同
被
告
の
取
っ
た
指
示
内
容
の
当
否
に
つ
い
て
判
断
し
得
る
立
場
に
な
く
、
そ
の
能
力
も
有
し
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
…
…
被
告
乙
野
の
行
っ
た
前
記
指
示
は
、
一
応
マ
ー
カ
イ
ン
の
投
与
に
関
し
て
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
注
意
事
項
を
記
載

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
乙
川
が
看
護
婦
と
し
て
の
知
識
・
経
験
に
照
ら
し
、
当
然
に
疑
問
を
持
つ
べ
き
内
容
で
あ
る
と
も
認

め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
春
子
に
対
す
る
右
マ
ー
カ
イ
ン
の
注
入
に
つ
い
て
は
、
被
告
乙
野
が
専
ら
そ
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
り
、
被
告

乙
川
が
、
医
師
で
あ
る
被
告
乙
野
の
指
示
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
麻
酔
薬
の
硬
膜
外
注
入
を
行
わ
な
い
義
務
や
、
医
師
の
指
示

が
な
い
の
に
原
告
ら
主
張
の
よ
う
な
準
備
を
整
え
る
義
務
に
違
反
し
た
事
実
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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こ
の
判
決
で
は
、
麻
酔
を
行
う
に
つ
き
医
師
の
指
示
が
具
体
的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
看
護
師
の
過
失
を
認
定
し
て
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
師
の
指
示
に
つ
き
、
看
護
師
自
ら
の
知
識
・
経
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
疑
問
を
有
す
る
場
合
に
ま
で
、
看
護
師

に
医
師
の
指
示
を
再
確
認
す
る
義
務
を
否
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

4
　
与
薬
事
故

与
薬
事
故
で
は
、
次
の
よ
う
な
判
決
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

Ⅲ
東
京
地
判
昭
和
四
〇
年
七
月
一
四
H
判
時
四
二
八
号
六
七
頁
で
は
、
看
護
助
手
（
見
習
看
護
婦
）
が
、
「
被
告
T
（
看
護
助
手
）
は

K
を
ひ
ざ
の
上
に
腰
掛
け
さ
せ
る
よ
う
に
横
向
き
に
抱
き
、
左
手
で
K
の
ほ
お
を
押
え
て
そ
の
口
中
に
水
を
含
ま
せ
た
上
、
本
件
錠
剤
一

錠
目
を
水
で
ぬ
ら
し
て
口
中
に
入
れ
、
こ
れ
を
無
事
に
飲
み
下
さ
せ
た
が
、
K
が
泣
き
出
し
た
の
に
泣
き
や
め
る
の
を
待
た
な
い
で
右
同

様
の
方
法
で
二
錠
目
を
口
中
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
気
管
支
に
は
い
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
」
に
よ
っ
て
窒
息
死
し
た
事
案
で
あ
る

（
被
告
は
医
師
・
看
護
師
）
。
東
京
地
裁
は
、
－

乳
児
が
泣
い
て
い
る
と
き
錠
剤
を
服
用
さ
せ
れ
ば
こ
れ
が
気
管
支
に
は
い
り
、
乳
児
の
窒
息
さ
せ
る
虞
の
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
の
に
、
被
告
T
（
看
護
助
手
）
は
、
K
が
泣
き
や
む
の
を
待
た
な
い
で
二
錠
目
を
そ
の
口
中
に
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
N
は
、

錠
剤
を
乳
児
に
服
用
さ
せ
る
に
は
多
少
と
も
危
険
が
伴
う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
看
護
婦
と
し
て
の
教
育
を
受
け
て
い
な
い
被

告
T
に
は
医
師
の
監
督
の
も
と
で
す
る
以
外
は
こ
れ
を
禁
ず
る
と
か
、
単
独
で
行
わ
せ
る
以
上
、
少
な
く
と
も
、
泣
い
て
い
る
乳
児

に
は
、
泣
き
や
ん
で
か
ら
服
薬
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
等
事
故
防
止
に
必
要
な
方
法
を
教
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
怠
っ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
K
の
死
亡
は
被
告
ら
の
過
失
に
基
く
も
の

と
し
て
原
告
の
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
こ
で
も
、
「
被
告
ら
の
過
失
」
と
し
て
医
師
・
看
護
師
双
方
の
過
失
を
認
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
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看
護
師
に
も
医
師
と
協
働
し
て
医
療
に
従
事
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

与
薬
類
型
と
は
若
干
事
案
が
異
な
る
が
、
入
院
し
て
い
た
一
歳
の
幼
児
に
看
護
婦
が
コ
ッ
プ
状
の
玩
具
を
与
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
幼
児
が
窒
息
し
て
重
篤
な
後
遺
障
害
が
残
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
病
院
が
安
全
配
慮
義
務
を
怠
っ
た
と
し
て
、
病
院
開
設
者
に

対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
容
さ
れ
た
、
間
東
京
高
判
平
成
一
四
年
一
月
三
一
日
判
時
一
七
九
〇
号
二
九
頁
が
現
れ
て
い
る
。

［
判
旨
］

同
看
護
婦
は
頻
繁
に
訪
室
す
る
義
務
を
怠
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
…
…
丙
川
看
護
婦
は
、
他
の
看
護
婦
が
昼
食
時
間
で
あ
っ
た
た
め
、
一
人
で
五
部
屋
七
名
の

患
児
と
他
の
チ
ー
ム
の
担
当
す
る
病
室
の
患
児
を
看
護
す
べ
き
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
間
に
現
実
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
も
あ
り
、

こ
れ
に
対
応
し
て
い
た
時
間
も
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
丙
川
看
護
婦
が
一
時
三
〇
分
よ
り
も
早
い
時
間
帯
に
本
件
病
室
を
訪

宣
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
丙
川
看
護
婦
一
人
に
上
記
の
訪
室
義
務
を
負

わ
せ
る
の
は
相
当
で
は
な
く
、
同
看
護
婦
に
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

裁
判
所
が
「
頻
繁
に
訪
室
す
る
義
務
」
に
言
及
し
た
こ
と
は
、
看
護
師
に
と
っ
て
酷
と
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
が
、
事
案
と
の
関
係
で
は

看
護
師
の
過
失
を
否
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
前
述
の
看
護
師
の
注
意
義
務
の
水
準
に
関
す
る
議
論
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

5
　
栃
瘡

得
瘡
に
つ
い
て
は
、
看
護
師
で
は
な
く
医
師
の
過
失
が
争
点
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
間
東
京
地
判
平
成
一
七
年
一
月
三
一
日
判
時
一

九
二
〇
号
八
六
頁
が
あ
る
。
事
案
の
概
要
は
「
被
告
病
院
の
介
護
病
棟
に
入
院
し
て
い
た
A
が
死
亡
し
た
の
は
被
告
主
治
医
が
A
に
生
じ
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た
樽
瘡
の
管
理
等
を
誤
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
し
て
、
A
の
子
で
あ
る
原
告
が
被
告
ら
に
対
し
、
債
務
不
履
行
な
い
し
不
法
行
為
に

基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
東
京
地
裁
は
、
－

得
瘡
に
関
す
る
医
学
上
の
知
見
と
し
て
、
一
般
に
、
高
齢
者
で
は
呼
吸
器
感
染
症
の
起
炎
菌
は
得
瘡
の
菌
と
一
致
す
る
こ
と
が
よ

く
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
呼
吸
器
感
染
を
き
た
し
た
梅
瘡
の
あ
る
高
齢
者
の
喀
疾
の
分
離
菌
と
し
て
M
R
S
A
や
緑
膿
菌
が
検

出
さ
れ
る
例
の
多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
月
二
八
日
の
培
養
検
査
の
結
果
、
太
郎
の
祷
瘡
部
か
ら
緑
膿
菌
と
M
R
S

A
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
仮
に
太
郎
が
呼
吸
器
感
染
に
罷
患
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が
得
瘡
の
感
染
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
被
告
乙
山
（
医
師
）
　
が
一
月
二
六
日
に
得
瘡
の
悪
化
が
発
熱
に
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
を
疑
っ
て
、
広
汎
な
殺
菌
作
用
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
バ
ン
ス
ポ
リ
ン
を
選
択
し
た
こ
と
、
そ
の
後
、
M
R
S
A
感

染
を
認
識
し
、
抗
生
剤
を
M
R
S
A
に
感
受
性
の
あ
る
ハ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
に
切
り
替
え
て
以
降
、
太
郎
の
状
態
に
改
善
傾
向
が
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
太
郎
の
担
当
医
と
し
て
は
、
バ
ン
ス
ポ
リ
ン
を
投
与
す
る
前
に
培
養
検
査
を
実
施
し
、
発
熱
の
原
因
を
探

求
す
る
の
が
慎
重
な
対
応
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
被
告
乙
山
は
、
検
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
る
ま
で
二
、
三
日
か
か
る
の
で
培
養
検
査
よ
り
も
処
置
を
優
先
す
る
べ
き
と
も

供
述
す
る
が
、
検
査
結
果
の
報
告
を
待
つ
こ
と
と
病
状
に
対
す
る
処
置
を
す
る
こ
と
は
両
立
す
る
の
で
あ
り
、
検
査
結
果
に
時
間
が

か
か
る
の
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
一
月
二
六
日
の
時
点
で
培
養
検
査
を
実
施
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
を
怠
っ
た
被
告
乙
山
に
は
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
し
て
、
お
よ
そ
二
三
〇
万
円
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
容
し
て
い
る
。
こ
の
判
決
で
は
看
護
師
で
は
な
く
医
師
の
過
失
を
認
定
し
て
い

る
。
か
つ
て
梅
瘡
は
看
護
の
恥
と
も
い
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
看
護
師
だ
け
で
は
な
く
医
療
チ
ー
ム
の
協
力
が
不
可
欠
と
主
張
さ
れ

（25）

て
お
り
、
医
師
と
看
護
師
を
協
働
し
て
医
療
に
従
事
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
看
護
師
に
も
過
失
認
定
の
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余
地
は
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

6
　
術
中
術
後
の
患
者
看
視

術
中
術
後
の
患
者
看
視
と
の
関
係
で
は
、
次
の
裁
判
例
が
あ
る
。

囲
東
京
地
判
平
成
元
年
三
月
二
九
日
判
夕
七
一
二
号
二
一
五
頁
は
、
食
道
再
建
術
の
た
め
気
管
切
開
後
、
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
が
脱
落
し

た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
東
京
地
裁
は
、
　
－

本
件
事
故
発
見
当
時
、
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
の
上
部
に
通
さ
れ
て
T
の
首
の
周
囲
に
結
び
目
を
作
っ
て
縛
ら
れ
て
い
た
ひ
も
が
完
全

に
ほ
ど
け
、
右
の
ひ
も
が
そ
の
上
部
に
付
い
た
ま
ま
の
状
態
で
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
が
T
の
頭
の
左
側
の
ベ
ッ
ド
上
に
あ
っ
た
こ
と
は

前
示
の
と
お
り
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
全
証
拠
を
検
討
し
て
も
、
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
の
ひ
も
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ほ
ど
け
、
気
管
カ

ニ
ユ
ー
レ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
抜
去
し
た
の
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
全
証
拠
を

検
討
し
て
も
、
何
人
か
が
故
意
に
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
を
固
定
し
て
い
る
ひ
も
を
ほ
ど
く
な
ど
し
て
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
を
抜
去
し
た
こ

と
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
他
に
反
証
の
な
い
限
り
、
何
ら
か
の
偶
発
的
原
因
に
よ
り
気
管
カ
ニ
ユ

ー
レ
を
固
定
し
て
い
た
ひ
も
の
結
び
目
が
自
然
に
ほ
ど
け
て
（
傍
点
は
引
用
者
）
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
が
抜
去
し
た
も
の
と
推
記
す
る

の
が
相
当
で
あ
彗
本
件
全
証
拠
を
検
討
し
て
も
右
推
認
を
覆
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

し
か
し
て
、
T
は
本
件
事
故
当
時
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
に
よ
っ
て
呼
吸
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
を
T
に

装
着
す
る
本
件
病
院
の
医
師
（
傍
点
は
引
用
者
）
　
に
は
、
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
の
ひ
も
が
自
然
に
ほ
ど
け
て
抜
去
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
し
っ
か
り
と
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
を
装
着
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
…
…
そ
う
す
る
と
、
本
件
事
故
発
生

前
最
後
に
T
に
対
し
て
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
を
装
着
し
た
T
医
師
に
は
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
装
着
上
の
過
失
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
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と
し
て
、
お
よ
そ
二
五
〇
〇
万
円
の
賠
償
請
求
を
認
容
し
た
。
本
件
は
、
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
の
抜
去
に
つ
き
、
看
護
師
で
は
な
く
医
師

の
過
失
を
認
定
し
て
い
る
が
、
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
の
観
点
か
ら
は
術
後
の
患
者
看
視
に
看
護
師
の
過
失
を
認
定
す
る
こ
と
も
選
択

肢
の
一
つ
と
な
り
得
る
事
案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
様
に
、
気
管
カ
ニ
ユ
ー
レ
が
外
れ
た
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
脳
炎
の
治
療
の
た
め
、
気
管
切
開
の
上
装
着
し
て
い
た
カ

ニ
ユ
ー
レ
が
移
動
し
、
患
者
が
換
気
障
害
を
起
こ
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
い
て
、
看
護
担
当
者
の
管
理
上
の
過
失
に
よ
る
病
院
側
の
損

（26）

害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
、
川
神
戸
地
判
姫
路
支
部
平
成
八
年
三
月
二
日
判
夕
九
一
五
号
二
三
二
頁
も
現
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
最
近
の
裁
判
例
で
は
、
虫
垂
切
除
手
術
を
受
け
た
入
院
患
者
が
ト
イ
レ
内
で
転
倒
し
四
肢
麻
痺
等
の
重
篤
な
後
遺
障
害
が
残

っ
た
場
合
、
医
師
及
び
看
護
婦
に
術
後
管
理
上
の
過
失
が
あ
っ
た
と
し
て
、
病
院
側
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ

た
、
囲
名
古
屋
地
判
豊
橋
支
部
平
成
一
五
年
三
月
二
六
日
判
夕
二
八
八
号
三
〇
一
頁
や
、
手
術
後
の
経
過
観
察
に
つ
き
、
看
護
婦
の
措

置
に
過
失
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
、
囲
大
阪
地
判
平
成
二
年
二
月
二
五
日
判
夕
一
〇
三
八
号
二
四
二
頁
も
現
れ
て
い
る
。

囲
名
古
屋
地
判
豊
橋
支
部
平
成
一
五
年
三
月
二
六
日
刊
夕
二
八
八
号
三
〇
一
頁

［
判
旨
］

被
告
病
院
の
看
護
婦
ら
は
、
遅
く
と
も
一
三
日
午
前
六
時
ま
で
の
時
点
に
お
い
て
、
原
告
の
出
血
量
の
増
加
を
踏
ま
え
て
、
原
告

に
対
し
、
失
神
を
起
こ
す
可
能
性
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た
上
で
、
排
便
時
に
相
当
な
量
の
出
血
が
あ
っ
た
場
合
に
は
立
ち
上
が
ら

ず
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
で
看
護
婦
を
呼
ぶ
よ
う
指
示
を
し
て
お
く
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

間
大
阪
地
判
平
成
二
年
二
月
二
五
日
判
夕
一
〇
三
八
号
二
四
二
頁

［
判
旨
］
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腸
閉
塞
の
手
術
を
受
け
た
患
者
（
六
二
歳
・
女
）
　
が
術
後
縫
合
不
全
に
よ
る
腹
膜
炎
を
併
発
し
、
死
亡
し
た
事
故
に
つ
い
て
、
当

直
の
看
護
婦
に
は
、
患
者
に
縫
合
不
全
に
よ
る
S
I
R
S
が
認
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
担
当
医
に
そ
の
連
絡
を
し
な
か
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
容
態
の
急
変
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
当
直
医
及
び
担
当
医
に
連
絡
し
な
か
っ
た
こ
と
に
過
失
が
認
め

ら
れ
る
。

術
後
の
患
者
看
視
に
つ
い
て
の
最
後
の
も
の
と
し
て
、
国
広
島
地
判
昭
和
五
五
年
一
〇
月
二
〇
日
判
夕
四
二
七
号
一
三
八
頁
を
掲
げ
る
。

事
実
関
係
は
次
の
通
り
。

［
事
案
の
概
要
］

原
告
Ⅹ
は
H
と
し
ば
ら
く
子
供
の
名
前
等
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
が
、
同
日
午
後
一
二
時
近
く
に
な
っ
た
こ
ろ
、
H
が
同
原
告

に
対
し
「
出
血
が
ひ
ど
く
苦
し
い
か
ら
医
者
を
呼
ん
で
く
れ
。
」
と
訴
え
た
の
で
、
同
原
告
は
直
ぐ
、
看
護
婦
に
そ
の
こ
と
を
告
げ

た
が
、
分
娩
室
で
手
術
器
具
の
後
か
た
づ
け
を
し
て
い
た
看
護
婦
は
「
出
産
の
後
は
出
血
す
る
も
の
で
す
。
」
と
答
え
た
の
み
で
、

様
子
を
見
に
き
て
く
れ
な
か
っ
た
…
…
そ
こ
で
同
原
告
は
、
右
看
護
婦
の
言
葉
を
H
に
告
げ
、
力
づ
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
H
は
再
び

「
死
に
そ
う
だ
か
ら
先
生
を
呼
ん
で
。
」
と
頼
ん
だ
の
で
、
同
原
告
は
看
護
婦
室
に
急
ぎ
「
妻
が
出
血
が
ひ
ど
く
、
死
に
そ
う
だ
と
言

っ
て
い
ま
す
。
」
と
告
げ
た
と
こ
ろ
、
看
護
婦
は
病
室
に
き
て
、
H
の
容
態
を
見
て
急
拠
被
告
を
呼
び
に
行
っ
た
…
…
被
告
は
、
手

術
終
了
後
直
ち
に
病
室
続
き
別
棟
の
自
宅
に
帰
り
入
浴
し
て
着
替
え
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
看
護
婦
か
ら
訴
外
H
の
容
態
を
告
げ
ら

れ
直
ち
に
病
室
に
か
け
つ
け
た
…
…
病
室
に
お
い
て
、
H
の
容
態
を
見
て
被
告
は
狼
狽
し
、
直
ち
に
看
護
婦
に
命
じ
、
ま
た
自
ら
も

筋
肉
注
射
、
点
滴
、
酸
素
吸
入
等
の
措
置
を
講
じ
た
が
、
狼
狽
の
あ
ま
り
点
滴
器
具
の
操
作
が
手
際
よ
く
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
右

措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
間
点
滴
の
ビ
ニ
ー
ル
管
が
く
び
れ
て
液
が
落
下
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
を
二
度
も
原
告
Ⅹ
に
指
摘
さ
れ
る
と
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い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

広
島
地
蔵
は
「
本
件
帝
王
切
開
に
あ
た
り
、
術
前
術
後
に
お
い
て
医
師
と
し
て
現
代
医
学
上
当
然
と
る
べ
き
適
切
な
処
置
を
と
っ
た
と

は
到
底
言
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
本
件
診
療
の
過
程
に
お
い
て
過
誤
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
右
過
誤
が
な
け
れ

ば
、
訴
外
H
が
死
亡
せ
ず
に
す
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
こ
と
は
十
分
推
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
右
過
誤
と
H
の
死
亡
と
の
間
に
は

因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
」
と
し
、
看
護
師
の
術
後
の
患
者
看
視
に
で
は
な
く
、
医
師
の
過
失
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り

損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
。

7
　
病
状
連
絡
事
故

病
状
連
絡
事
故
と
の
関
係
で
は
、
精
神
病
院
内
で
の
患
者
に
よ
る
殺
人
事
件
に
つ
い
て
の
Ⅲ
神
戸
地
判
昭
和
五
五
年
二
月
六
日
判
夕
四

一
四
号
一
〇
五
頁
が
、
　
－

H
病
院
が
精
神
病
院
と
し
て
の
性
質
上
、
入
院
中
の
患
者
の
異
常
行
動
に
よ
る
不
慮
の
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
に
こ
れ
を
未
然
に

防
止
す
る
義
務
の
あ
る
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
っ
て
治
療
を
担
当
す
る
医
師
、
右
治
療
を
補
佐
し
、
看
護
、
看
視
に
当

る
看
護
人
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
患
者
の
動
静
に
注
意
し
、
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
注
意
義
務
の
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
れ
ば
…
…
乙
村
は
被
害
妄
想
に
よ
り
不
本
意
な
形
で
H
病
院
に
入
院
し
、
精

神
分
裂
病
の
疑
あ
り
と
診
断
さ
れ
、
一
時
、
好
転
し
た
か
に
見
え
た
が
、
半
月
程
後
に
、
再
び
、
感
情
を
刺
戟
さ
れ
、
加
え
て
主
治

医
に
対
し
自
己
の
希
望
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
殺
意
を
示
し
な
が
ら
同
医
師
の
背
後
か
ら
椅
子
を
振
上
げ
て
攻
撃
し
　
（
先

行
事
件
）
、
爾
後
、
特
に
注
意
を
要
す
る
患
者
と
し
て
看
護
、
看
視
を
指
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
好
転
の
き
ざ
し
が
窺

わ
れ
る
と
し
て
保
護
室
を
出
さ
れ
た
も
の
、
前
記
指
示
は
続
け
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
…
…
。
本
件
事
故
は
…
…
先
行
事
件
か
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ら
一
ケ
月
余
り
の
後
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
、
病
院
の
夜
間
勤
務
中
に
発
生
し
た
も
の
と
は
い
え
、
少
く
と
も
、
三
名

の
夜
間
勤
務
者
が
勤
務
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
発
生
時
に
右
夜
間
勤
務
者
の
居
た
場
所
と
乙
村
の
病
室
お
よ
び
一
郎
の
病

室
（
本
件
事
故
発
生
の
場
所
）
と
の
距
離
、
配
置
関
係
、
本
件
事
故
の
態
様
お
よ
び
本
件
事
故
発
生
時
の
環
境
（
静
け
さ
、
気
配
）

等
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、
乙
村
が
一
郎
に
対
し
て
牛
乳
ぴ
ん
で
攻
撃
を
開
始
し
た
近
い
時
点
で
右
夜
間
勤
務
者
ら
に
お
い
て
何
ら

か
の
物
音
に
気
付
き
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
右
時
点
で
本
件
事
故
現
場
へ
急
行
し
て
い
た
な
ら
ば
、
少
く
と
も
、
そ
の
後
の
乙
村

の
攻
撃
を
回
避
し
、
一
郎
の
死
亡
の
結
果
を
免
れ
得
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
本
件
事
故
発
生
時
に
お
け
る
夜
間
勤
務

者
に
お
い
て
本
件
事
故
の
発
生
に
気
付
く
の
が
遅
れ
、
結
局
、
一
郎
の
死
亡
を
阻
止
し
得
な
か
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
た

と
え
、
看
護
単
位
、
勤
務
体
制
の
面
で
人
的
施
設
の
不
十
分
な
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
右
夜
間
勤
務
者
の
看
護
、
看
視
は
十

分
で
な
く
、
本
件
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
注
意
義
務
を
つ
く
さ
な
か
っ
た
過
失
あ
る

と
し
、
殺
害
さ
れ
た
患
者
の
遺
族
か
ら
の
慰
謝
料
請
求
を
認
容
し
て
い
る
。

8
　
転
落
事
故

転
落
事
故
と
の
関
係
で
は
、
囲
福
岡
地
判
昭
和
四
二
年
一
〇
月
六
日
訟
月
二
二
巻
一
二
号
一
五
〇
三
頁
が
あ
る
。
事
案
は
「
看
護
婦
0

は
原
告
の
身
体
を
清
拭
す
る
た
め
に
右
二
号
室
に
は
入
っ
た
が
、
右
病
室
の
枕
も
と
に
原
告
の
父
親
H
が
付
添
っ
て
居
た
の
で
患
者
の
身

体
を
裸
に
す
る
都
合
上
少
時
部
屋
を
外
し
て
貰
う
よ
う
に
頼
ん
だ
の
で
H
は
一
時
右
病
室
前
の
廊
下
の
長
椅
子
の
と
こ
ろ
で
休
憩
し
て
い

た
…
…
同
看
護
婦
が
寝
台
の
金
枠
の
留
金
を
外
し
た
後
で
ほ
ほ
原
告
の
身
体
を
拭
き
終
る
頃
H
は
部
屋
に
立
戻
っ
た
の
で
、
同
看
護
婦
は

H
に
手
伝
っ
て
貰
っ
て
原
告
の
清
拭
を
終
る
と
と
も
に
右
H
に
対
し
「
後
は
お
願
い
し
ま
す
』
と
い
っ
て
金
枠
の
留
金
を
か
け
な
い
で
同

室
を
立
去
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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福
岡
地
裁
は
、
－

原
告
が
病
院
の
ベ
ッ
ド
か
ら
床
上
に
顛
落
し
た
本
件
事
故
に
つ
き
、
Q
大
附
属
病
院
の
看
護
婦
0
が
当
時
病
床
に
付
添
っ
て
い
た

原
告
の
父
H
に
お
い
て
適
宜
の
措
置
を
と
っ
て
く
れ
る
も
の
と
軽
信
し
て
「
後
は
お
願
い
し
ま
す
」
と
云
っ
て
ベ
ッ
ド
の
金
枠
の
留

金
を
か
け
な
い
で
病
室
を
立
去
っ
た
点
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
軽
卒
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
が
、
右
病
室
に
付
添
っ
て
看
護
の
補
助

を
し
て
い
た
原
告
の
父
H
も
適
当
な
措
置
を
と
ら
な
い
ま
ま
洗
面
に
行
っ
て
い
る
間
に
本
件
事
故
を
起
し
た
点
に
つ
い
て
は
責
任
の

一
半
を
負
う
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
綜
合
的
に
考
察
す
る
と
病
院
側
に
法
律
上
の
過
失
の
責
任
を
問
う
こ
と
は
安
当
で

な
い

と
し
て
、
看
護
師
の
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
看
護
師
の
過
失
を
認
定
し
た
上
で
、
「
被
害
者
側
の
過
失
」
と
し
て
過
失
相
殺
す
る

（27）

こ
と
も
想
定
可
能
な
事
案
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
入
院
中
の
幼
児
が
、
ベ
ッ
ト
が
窓
際
に
置
か
れ
て
お
り
、
看
護
婦
が
そ
れ
を
見
逃
し
て
い
た
た
め
、
病
院
の
窓
か
ら
転
落
死
し

た
Ⅲ
盛
岡
地
判
昭
和
四
七
年
二
月
一
〇
日
判
時
六
七
一
号
七
九
頁
が
あ
る
。
盛
岡
地
裁
は
、
－

本
件
事
故
の
原
因
を
考
え
て
み
る
に
、
そ
も
そ
も
H
の
入
院
時
に
お
け
る
ベ
ッ
ド
の
配
置
に
問
題
が
あ
る
。
五
一
九
号
室
の
二
台

の
ベ
ッ
ド
は
枕
の
方
を
廊
下
側
の
壁
に
接
し
て
並
べ
て
置
く
の
が
正
規
の
置
き
方
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
医
師
も
看
護
婦
も
十
分
に

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
…
…
し
か
る
に
、
看
護
婦
S
及
び
H
は
、
正
規
の
位
置
と
異
な
る
位
置
に
H
の
ベ
ッ
ド
を
配
置
し
、
T

医
師
も
右
ベ
ッ
ド
の
位
置
に
つ
い
て
何
ら
注
意
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
危
険
の
出
発
点
が
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

…
…
正
規
の
位
置
な
ら
安
全
で
あ
る
が
、
窓
か
ら
四
〇
セ
ン
チ
の
位
置
は
安
全
か
ら
社
れ
て
危
険
に
近
づ
い
た
も
の
と
い
え
る
。
ベ

ッ
ド
の
高
さ
と
窓
の
高
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
病
室
は
地
上
五
階
に
あ
り
、
窓
に
は
転
落
防
止
の
柵
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
…
…
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こ
の
ベ
ッ
ド
が
こ
れ
以
上
窓
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
医
師
や
看
護
婦
は
特
別
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
…
…
病
院
は
入
院
患
者

に
対
し
そ
の
安
全
を
確
保
す
る
責
任
が
あ
る
…
…
本
件
の
よ
う
に
、
危
険
に
近
づ
い
た
ベ
ッ
ド
の
配
置
を
し
た
と
き
は
…
…
、
そ
れ

以
上
ベ
ッ
ド
が
危
険
な
位
置
に
移
動
し
な
い
よ
う
に
…
…
特
に
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
看
護
婦
N
は
、
「
看
護
婦
に
対
し
、
ベ

ッ
ド
を
窓
際
に
寄
せ
て
は
い
け
な
い
と
か
、
寄
っ
て
い
た
ら
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
注
意
し
た
こ
と
は
な
い
。
ベ
ッ
ド
を

窓
か
ら
離
し
て
お
く
こ
と
は
看
護
婦
の
常
識
と
し
て
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
言
う
必
要
が
な
い
。
」
旨
述
べ
、
看
護
婦
S
は
、

「
ベ
ッ
ド
を
窓
に
接
す
る
こ
と
は
転
落
の
危
険
が
あ
り
、
か
つ
、
回
診
の
と
き
ベ
ッ
ド
の
両
側
を
人
が
通
れ
る
よ
う
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
看
護
婦
の
常
識
で
あ
る
。
」
旨
述
べ
て
い
る
…
…
そ
の
常
識
は
き
ち
ん
と
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
の
場
合
…
…
特
に
二
二
日
午
後
零
時
頃
以
後
に
お
い
て
、
担
当
の
医
師
や
看
護
婦
ら
が
右
常
識
に
違
反
し
た
こ
と
は
前
記
認
定

の
と
お
り
で
あ
る
。

と
し
て
、
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
　
（
た
だ
し
被
害
者
の
母
の
過
失
を
「
被
害
者
側
の
過
失
」
と
し
て
賠
償
額
を
三
割
減
額
）
。

9
　
自
殺
事
故

患
者
の
自
殺
に
つ
き
、
医
療
機
関
に
損
害
賠
償
請
求
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
囲
福
岡
地
判
小
倉
支
部
昭
和
四
九
年
一
〇
月
二
二
日
判
時

七
八
〇
号
九
〇
頁
で
は
、
－

（
患
者
は
）
　
入
院
後
ほ
ぼ
一
週
間
を
経
た
二
月
二
七
日
ご
ろ
か
ら
、
う
つ
病
の
症
状
が
緩
和
し
、
回
復
期
に
向
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
う
つ
病
患
者
の
特
質
と
し
て
、
却
っ
て
こ
の
時
期
が
最
も
自
殺
実
行
の
危
険
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
精
神
科
専
門
医
た
る
被
告

と
し
て
は
、
そ
の
こ
と
を
十
分
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
こ
そ
、
自
ら
又
は
履
行
補
助
者
と
し
て
、
S

l
・
り
・

の
行
動
に
つ
き
特
別
の
注
意
を
用
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
準
看
護
婦
訴
外
N
は
、
同
月
三
〇
日
午
前
五
時
ご
ろ
、
S
の
病
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室
を
巡
回
し
た
際
、
同
人
が
普
段
起
床
が
遅
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
に
限
っ
て
午
前
五
時
と
い
う
早
朝
に
ベ
ッ
ザ
の
上
に
起

き
て
座
っ
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
同
人
が
看
護
上
の
要
注
意
者
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
同
人
の
異
常
を
察

マ
マ

知
し
、
同
人
に
適
切
な
言
葉
を
か
け
て
そ
の
様
子
を
み
る
等
し
て
、
引
き
続
き
同
人
の
監
視
を
続
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
も
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
、
そ
の
場
を
立
去
っ
た
点
、
右
N
の
看
護
上
の
過
失
は
否
定
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
同
人
を
看

護
義
務
履
行
の
補
助
者
と
し
て
使
用
す
る
被
告
も
責
任
を
免
れ
な
い

と
し
て
、
看
護
師
の
過
失
を
認
定
の
う
え
、
病
院
の
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
　
（
た
だ
し
、
自
殺
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
賠
償
額

を
六
割
減
額
）
。

他
方
で
、
囲
東
京
地
判
平
成
二
年
二
月
二
七
日
刊
夕
七
五
七
号
二
〇
五
頁
で
は
、
看
護
婦
に
よ
る
外
出
許
可
が
過
失
か
ど
う
か
が
争
点

と
な
っ
た
が
、
東
京
地
裁
は
、
　
－

リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
し
た
当
日
の
昼
頃
、
K
医
師
と
の
約
一
時
間
に
わ
た
る
面
接
を
し
た
後
は
太
郎
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い

た
こ
と
、
同
日
は
夕
食
を
摂
取
し
、
そ
の
夜
は
良
眠
に
経
過
し
、
翌
二
一
日
の
朝
食
も
通
常
ど
お
り
摂
取
し
て
い
た
こ
と
は
前
に
認

定
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
右
認
定
事
実
に
、
前
示
の
と
お
り
K
医
師
が
看
護
婦
に
対
し
太
郎
に
つ
い
て
特
に
外
出
禁
止
等
の
措
置
を

と
る
よ
う
に
は
指
示
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
…
…
を
併
せ
考
え
る
と
…
…
い
ま
だ
外
出
の
許
可
の
申
出
を
受
け
た
看
護
婦
に
お
い

て
、
太
郎
の
自
殺
の
切
迫
し
た
危
険
性
が
存
し
た
こ
L
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
他
に
こ
れ
を
認
め
る

に
足
り
る
証
拠
は
な
い

と
し
て
、
看
護
婦
の
過
失
を
認
定
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
は
、
医
師
に
よ
る
外
出
禁
止
等
の
措
置
を
と
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
看
護
師
自
ら
の
知
識
・
経
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
し
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
注
意
義
務
違
反
は
な
い
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と
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
0
　
管
理
事
故

管
理
事
故
に
つ
い
て
は
、
多
発
性
脳
梗
塞
で
入
院
し
て
い
た
女
性
（
七
二
歳
）
　
が
病
室
内
で
転
倒
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、
担
当

看
護
婦
に
介
添
え
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
り
、
そ
の
過
失
と
転
倒
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
と
し
て
，
病
院
側
の
不
法
行
為
責
任
が
認
め

ら
れ
た
、
　
－

囲
東
京
高
判
平
成
一
五
年
九
月
二
九
日
判
時
一
八
四
三
号
六
九
頁

［
事
案
の
概
要
］

被
控
訴
人
経
営
の
病
院
に
多
発
性
脳
梗
塞
で
入
院
し
て
い
た
七
二
歳
の
患
者
が
、
病
室
内
で
転
倒
し
て
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、

患
者
の
遺
族
で
あ
る
控
訴
人
ら
が
、
転
倒
は
担
当
看
護
婦
が
介
添
え
を
怠
っ
た
過
失
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
被
控
訴
人
に
対

し
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
で
、
担
当
看
護
婦
に
は
、
ト
イ
レ
ま
で
患
者
に
同
行
し
な
が
ら
、
患
者
が
一
人
で
ト
イ
レ
を
済
ま

せ
、
帰
室
す
る
こ
と
を
容
認
し
、
病
室
ま
で
付
き
添
わ
な
か
っ
た
過
失
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
患
者
が
転
倒
し
た
時
刻
は
明
確
で
は

な
い
も
の
の
、
転
倒
が
後
に
自
力
で
ト
イ
レ
に
行
っ
た
際
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
前
記
過
失
が
ト
イ
レ
に
行
く
際
に
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
を
し
な
か
っ
た
原
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
担
当
看
護
婦
の
過
失
と
患
者
の
転
倒
の
間
に
は
因
果
関
係
が
あ

る
と
し
て
、
控
訴
人
ら
の
損
害
賠
償
請
求
を
一
部
認
容
（
た
だ
し
八
割
の
過
失
相
殺
）
。

も
現
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
　
類
型
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
高
田
利
広
r
看
護
過
誤
判
例
集
」
　
（
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
　
（
以
下
「
高
田
「
看
護
過
誤
判
例
集
亡
と
引
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用
す
る
）
、
林
こ
別
掲
注
（
7
）
九
九
頁
以
下
を
参
照
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
の
中
で
採
り
上
げ
る
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
高
田
r
看
護
過
誤
判
例

集
」
と
L
口
×
、
D
B
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
お
よ
び
第
一
法
規
「
法
律
判
例
文
献
情
報
」
に
お
い
て
「
看
護
師
＊
損
害
賠
償
」
で
の
検
索
結
果
を
も
と
に
選
定

を
行
っ
た
。
ま
た
、
看
護
過
誤
が
問
題
と
な
る
重
要
な
類
型
と
し
て
、
感
染
類
型
、
隣
接
領
域
と
し
て
、
助
産
・
保
育
事
故
も
（
高
田
r
看
護
過
誤
判
例
集
」

な
ど
を
参
照
す
る
と
）
採
り
上
げ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
可
能
な
限
り
他
の
類
型
に
包
含
さ
せ
る
他
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
割
愛
す
る
。

（
2
2
）
　
L
E
X
＼
D
B
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
看
護
師
＊
損
害
賠
償
＊
注
射
」
で
検
索
す
る
と
、
七
二
件
ヒ
ッ
ト
す
る
　
（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
日
現
在
）
。

（
鬱
　
　
「
看
護
師
等
に
よ
る
静
脈
注
射
の
実
施
に
つ
い
て
」
医
制
発
第
〇
九
三
〇
〇
〇
二
号
・
平
成
一
四
年
九
月
三
〇
日
。

（
2
4
）
　
や
や
傍
論
と
な
る
が
、
二
〇
〇
六
年
八
月
に
神
奈
川
県
警
が
、
保
助
看
法
違
反
容
疑
で
横
浜
の
病
院
に
捜
索
を
行
っ
た
。
助
産
師
で
は
な
く
看
護
師
に
内

診
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
が
　
（
日
本
産
科
医
会
等
が
看
護
師
に
内
診
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
声
明
を
出
す
一
方
で
、
日
本
看
護
協
会
は
あ
く

ま
で
内
診
は
助
産
師
に
よ
る
べ
き
旨
の
声
明
を
出
し
て
い
る
）
、
看
護
師
に
よ
る
内
診
と
看
護
師
に
よ
る
静
脈
注
射
の
違
法
性
を
め
ぐ
る
問
題
の
近
似
性
を

指
摘
す
る
見
解
が
あ
る
　
（
樋
口
範
雄
「
医
行
為
・
医
業
独
占
と
業
務
の
縦
割
り
　
－
　
医
師
法
一
七
条
他
」
法
教
三
一
四
号
［
二
〇
〇
六
年
］
九
五
頁
以
下
）
。

（
仰
望
　
高
田
「
看
護
過
誤
判
例
集
」
八
九
頁
。

（
墾
　
病
院
の
医
師
の
過
失
又
は
右
医
師
ら
も
含
め
た
A
病
院
の
看
護
担
当
者
の
管
理
上
の
過
失
に
よ
り
発
生
し
た
と
の
構
成
に
よ
っ
て
賠
償
請
求
を
認
容
し
て

い
る
。

（
2
7
）
　
た
だ
し
「
被
害
者
側
の
過
失
」
に
つ
い
て
は
、
学
説
か
ら
の
批
判
も
あ
る
。
参
照
、
大
村
Ⅱ
二
六
四
頁
。

Ⅴ
　
お
わ
り
に
　
－
　
看
護
師
の
責
任
あ
る
職
分
確
立
に
向
け
て

1
　
こ
こ
ま
で
の
ま
と
め

本
稿
で
は
、
チ
ー
ム
医
療
・
看
護
師
役
割
論
の
観
点
か
ら
、
看
護
過
誤
を
め
ぐ
る
裁
判
例
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
看
護
過
誤

訴
訟
に
つ
き
、
患
者
か
ら
の
賠
償
請
求
を
認
容
す
る
に
つ
き
、
①
看
護
師
に
過
失
を
認
定
せ
ず
医
師
に
過
失
を
認
定
す
る
も
の
、
②
看
護

師
に
過
失
を
認
定
す
る
も
の
、
③
看
護
師
・
医
師
双
方
に
過
失
を
認
定
す
る
も
の
、
′
④
複
数
の
看
護
師
に
過
失
を
認
定
す
る
も
の
が
合
ま
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れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
看
護
師
役
割
論
の
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。2

　
看
護
師
と
医
師
の
過
失
の
「
振
分
け
」

①
の
看
護
師
に
過
失
を
認
定
せ
ず
医
師
に
過
失
を
認
定
す
る
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
看
護
師
役
割
論
に
お
け
る
二
つ
の
立
場
　
－
　
看
護

師
手
足
論
・
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
　
－
　
か
ら
は
、
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
看
護
過
誤
訴

訟
に
お
け
る
「
過
失
」
に
つ
き
、
看
護
師
で
は
な
く
医
師
に
過
失
を
認
め
る
こ
と
は
、
保
助
看
法
三
七
条
に
い
う
と
こ
ろ
の
相
対
的
医
療

行
為
に
つ
き
、
看
護
師
手
足
論
を
採
用
し
、
看
護
師
の
過
失
を
医
師
の
過
失
と
捉
え
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
裁
判
例
は
、
　
－
一
見
看
護
師
の
責
任
を
限
定
し
、
看
護
師
の
保
護
に
あ
っ
い
よ
う
に
思
え
る
も
の
の
　
－
　
責
任
あ
る
看
護
師
の
職

分
確
立
に
向
け
て
は
必
ず
し
も
有
益
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
と
思
料
す
る
。
つ
ま
り
、
看
護
師
を
医
師
の
手
足
で
は
な
く
、
医
師
と
協

（28）

働
し
て
医
療
に
従
事
す
る
専
門
家
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
法
的
責
任
の
観
点
に
お
い
て
も
応
分
の
負
担
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
で

は
、
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
を
基
調
と
し
て
、
看
護
師
に
は
ど
の
よ
う
な
注
意
義
務
が
適
正
に
振
分
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

3
　
看
護
師
の
「
指
示
内
容
確
認
義
務
」

看
護
師
に
過
失
を
認
定
す
る
に
つ
き
、
看
護
師
手
足
論
を
採
用
す
る
場
合
に
は
困
難
と
な
る
が
、
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
を
採
用
す

る
場
合
に
は
、
冒
頭
の
京
都
地
判
平
成
一
七
年
七
月
一
二
日
、
お
よ
び
「
Ⅳ
」
で
検
討
し
た
裁
判
例
（
と
り
わ
け
間
Ⅲ
判
決
）
を
手
掛
か

り
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
義
務
を
看
護
師
に
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
看
護
師
は
、
保
助
看
法
三
七
条
の
も

と
で
医
師
の
指
示
に
よ
り
相
対
的
医
療
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
ら
の
知
識
・
経
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
医
師
の
指
示
内
容
に
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疑
問
を
有
す
る
場
合
に
は
、
再
度
医
師
に
指
示
内
容
を
確
認
す
べ
き
義
務
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
自
ら
の
知
識
・
経
験
の
水
準
に
は
従
来

（29）

か
ら
の
看
護
師
の
注
意
義
務
の
水
準
の
議
論
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
看
護
師

（30）

の
責
任
の
　
「
専
門
家
責
任
」
　
へ
の
途
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
稿
の
議
論
は
、
看
護
師
に
さ
ら
に
過
重
な
責
任
を
負
わ
せ
る
第
一

（31）

歩
で
は
な
く
、
責
任
あ
る
職
分
確
立
へ
向
け
た
道
程
で
あ
る
と
の
理
解
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

4
　
医
師
と
看
護
師
双
方
に
過
失
認
定
す
る
帰
結
－
看
護
職
の
「
覚
悟
」

こ
の
よ
う
に
、
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
を
基
調
と
し
て
、
医
師
と
看
護
師
に
課
さ
れ
る
注
意
義
務
の
適
正
な
振
分
け
に
関
す
る
議
論

を
行
う
と
す
る
と
　
ー
　
不
適
切
な
指
示
を
し
た
医
師
と
不
適
切
な
指
示
内
容
を
確
認
し
な
か
っ
た
看
護
師
双
方
に
過
失
認
定
す
る
　
－
、

現
在
の
債
務
不
履
行
責
任
・
使
用
者
責
任
に
関
す
る
議
論
を
参
照
す
る
と
、
③
の
裁
判
例
の
よ
う
に
、
医
師
と
看
護
師
双
方
に
過
失
を
認

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
④
に
お
け
る
裁
判
例
の
よ
う
に
、
複
数
の
看
護
師
に
過
失
認
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
こ
と
に

な
る
。チ

ー
ム
医
療
に
お
い
て
、
医
師
の
み
に
過
失
認
定
す
る
か
・
医
師
と
看
護
師
双
方
に
過
失
を
認
め
る
の
か
は
、
現
在
の
使
用
者
責
任
に

関
す
る
議
論
状
況
を
前
提
と
す
る
限
り
特
段
差
異
は
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
使
用
者
か
ら
の
求
償
の
局
面
を
念
頭
に
お
く
と
、
看
護

師
に
過
失
を
認
定
す
る
判
決
の
拘
束
力
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
違
い
が
生
じ
う
る
。
ま
た
、
冒
頭
に
掲
げ
た
京
都
地
判
平
成
一
七
年
七
月

一
二
日
に
お
け
る
准
看
護
師
の
よ
う
に
医
師
と
共
同
不
法
行
為
に
よ
る
不
真
正
連
帯
債
務
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
共
同
不
法
行
為
者

（32）

間
の
過
失
割
合
に
従
っ
た
求
償
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
医
師
が
患
者
に
対
し
て
賠
償
金
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
医
師
か
ら
看

護
師
に
求
償
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
看
護
師
が
個
人
的
に
責
任
を
負
い
、
患
者
に
対
し
て
支
払
っ
た
損
害
賠
償
額
は
、
基
本
的
に
、
病
院
等
に
求
償
す
る
こ
と
は
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（33）

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
病
院
が
被
告
と
な
っ
て
損
害
賠
償
を
患
者
に
支
払
っ
た
場
合
、
信
義
則
に
よ
っ
て
割
合
的
に
制
限
さ
れ

（34）

る
も
の
の
、
看
護
師
が
病
院
か
ら
請
求
を
受
け
た
場
合
、
支
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

結
局
、
看
護
過
誤
訴
訟
に
お
け
る
看
護
師
の
過
失
を
議
論
す
る
に
つ
い
て
は
、
－
医
師
看
護
師
協
働
責
任
論
の
観
点
か
ら
は
　
－
医

師
に
よ
る
看
護
師
に
対
す
る
共
同
不
法
行
為
の
求
償
の
局
面
と
、
病
院
等
が
被
告
と
な
り
賠
償
請
求
を
受
け
る
場
合
に
は
使
用
者
責
任
の

求
償
の
局
面
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
看
護
職
に
高
額
の
損
害
賠
償
義
務
と
い
う
「
覚
悟
」
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
も
、
－
　
看
護

師
の
指
示
内
容
確
認
義
務
の
ほ
か
　
－
　
ど
の
よ
う
な
場
合
に
看
護
師
の
注
意
義
務
違
反
を
認
定
す
る
こ
と
が
看
護
師
の
責
任
あ
る
職
分
確

立
に
適
う
の
か
、
医
師
と
看
護
師
の
協
働
責
任
の
振
分
け
の
観
点
か
ら
、
さ
ら
な
る
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
墾
　
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
後
述
の
通
り
医
師
の
指
示
等
に
明
確
に
ミ
ス
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
看
護
師
に
も
指
示
内
容
の
確
認
義
務
違
反
に
よ
る

過
失
認
定
の
余
地
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

（
…
望
　
医
師
の
指
示
を
看
護
婦
等
の
過
失
を
判
断
す
る
に
際
し
て
の
「
特
に
注
意
す
べ
き
要
素
」
と
す
る
も
の
と
し
て
、
林
・
前
掲
往
（
7
）
九
九
頁
。

（
3
0
）
　
川
井
健
福
「
専
門
家
の
責
任
」
　
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
三
年
）
、
山
田
卓
生
編
集
代
表
r
新
・
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
3
製
造
物
責
任
・
専
門
家
責
任
」

（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
七
年
）
、
川
井
健
＝
塩
崎
勤
編
r
新
・
裁
判
実
務
大
系
8
専
門
家
責
任
訴
訟
法
」
　
（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
　
に
は
、
看
護
師
に

関
す
る
項
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
「
専
門
家
責
任
」
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
か
は
次
の
問
題
と
な
る
。
参
照
、
河
上
正
二
「
「
専
門

家
の
責
任
」
と
契
約
理
論
」
法
時
六
七
巻
二
号
（
一
九
九
五
年
）
一
一
頁
。

（
3
1
）
　
も
っ
と
も
、
指
示
内
容
確
認
義
務
を
看
護
師
に
課
す
る
こ
と
は
、
看
護
師
の
な
り
手
が
不
足
す
る
と
の
批
判
も
考
え
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
看
護
師
を

医
師
と
と
も
に
患
者
の
生
命
・
身
体
と
い
う
重
大
な
法
益
に
関
わ
る
専
門
職
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
課
す
こ
と
も
不
当
と
は
思
わ
れ
な

ヽ

　

0

－
V

（
3
2
）
　
四
宮
r
不
法
行
為
」
七
九
〇
－
七
九
一
頁
、
平
井
r
不
法
行
為
」
二
〇
五
頁
。

（
鬱
　
現
在
の
逆
求
償
を
め
ぐ
る
法
状
況
に
つ
い
て
は
、
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
－
（
信
山
社
、
一
九
九
九
年
）
二
二
ハ
七
－
三
六
八
頁
参
照
。

（
3
4
）
　
使
用
者
か
ら
被
用
者
へ
の
求
償
を
信
義
則
を
理
由
に
制
限
し
た
判
例
と
し
て
、
最
判
昭
和
五
一
年
七
月
八
H
民
集
三
〇
巻
七
号
六
八
九
頁
参
照
。
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追
記
］
本
稿
は
、
平
成
一
八
年
二
月
四
H
開
催
の
広
島
県
看
護
協
会
「
シ
リ
ー
ズ
医
療
安
全
管
理
」
の
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
関
連
法
規
」
に
お
け

る
報
告
原
稿
を
も
と
に
大
幅
な
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
協
会
の
堀
佳
代
子
看
護
師
に
は
極
め
て
有
益
な
助
言
を
多
数
賜
っ
た
。
記
し
て
お
礼
申

し
上
げ
る
。




